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新
記
者
募
集

－
若
き
君
の
情
熱
を

ほ
ぼ
ほ
」

将
弓
が
」
一
万
萍
［
出
］

各
方
面
に
君
の
貴
台
は
あ
る
／
・

順
に

一
面
目
三
法
案
粉
砕

二
面
目
7
3
春
闘

三
面
目
フ
ァ
シ
ズ
ム
再
評
価
へ
の

　
　
　
・
反
駁

四
面
目
映
評
・
書
評

題
で
は
な
く
、
学
校
教
覆
審
改
悪
す

る
こ
と
に
よ
り
Ｉ
設
の
ふ
拿
（
国
公
私

立
）
へ
の
適
用
を
準
蜘
し
て
い
る
。
政

府
―
自
民
党
は
、
そ
の
光
辱
的
試
行
と

し
て
、
筑
波
を
瞑
定
し
て
Ｉ
い
る
の
で
あ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
一

　
大
学
を
麦
え
ね
ぱ
な
旁
い
Ｉ
そ
れ

は
六
八
年
以
来
の
わ
れ
杯
の
主
張
で

一 一 一 一

三
里
塚
立
入
り
調
査
を
阻
止

　
　
　
　
　
　
恒
常
的
支
援
部
隊
を

　
　
　
　
　
　
構
築
せ
よ
／

　
。
第
三
次
債
叫
収
用
に
む
け
た
強
制
測
量
が
お
こ
な
わ
れ
た
ｏ
毎
Ｈ
で
き
そ
こ

な
い
の
肘
走
路
を
み
、
第
一
、
’
二
次
強
制
収
用
の
際
の
権
力
の
暴
力
、
三
の
宮

文
男
君
の
葬
列
に
参
加
し
た
と
き
の
権
力
に
た
い
す
る
憎
し
み
を
経
験
し
た
農

民
に
と
っ
て
「
反
権
力
」
の
思
想
は
土
着
化
し
た
。
闘
争
の
中
で
八
年
間
、
勇

気
と
冷
静
を
体
得
し
た
農
民
の
意
識
が
こ
の
二
Ｈ
の
闘
い
に
み
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
は
序
幕
だ
。
「
公
団
機
動
隊
め
、
く
る
な
ら
き
や
が

れ
」

　
一
〇
日
午
前
七
時
か
ら
十
一
日
午
前

十
時
半
に
か
け
て
新
国
際
空
畦
公
団
は

第
三
次
強
制
代
軌
行
に
む
け
二
副
工
事

区
城
の
強
制
立
入
り
調
査
を
お
こ
な
っ

た
。

　
こ
れ
に
た
い
し
、
三
里
塚
・
葦
出
廻

合
空
魅
反
対
同
盟
（
戸
村
一
一
作
委
員

長
）
は
支
援
の
労
働
者
、
学
生
と
と
も

に
二
則
工
事
区
域
の
成
田
市
十
余
三
、

天
神
峰
、
東
峰
、
木
の
根
、
芝
山
町
香

山
新
田
地
区
で
工
琲
区
域
内
二
十
二
戸

の
反
詠
同
盟
家
Ｍ
ヽ
田
畑
賎
有
地
ヽ
現

闘
本
部
、
一
坪
共
有
地
な
と
へ
の
立
入

り
鯛
査
阻
止
の
行
動
を
展
開
し
た
。

　
十
日
、
反
対
同
盟
、
’
支
援
団
体
は
天

神
峰
、
木
の
根
、
十
余
三
の
三
区
域
に

た
い
す
る
強
制
立
ち
入
り
Ｉ
査
に
た
い

し
Ｉ
一
一
り
こ
み
、
家
屋
立
入
り
制
査
酎

止
の
た
め
の
バ
リ
ケ
ー
ド
、
デ
モ
を
展

開
し
た
。
結
局
、
公
団
は
肝
心
の
家
屋

所
有
地
な
ど
へ
の
立
ち
入
り
を
断
念
し

た
。

　
十
一
日
、
前

1
0
同
様
反
対
同
盟
は
家

の
入
口
を
耕
巡
機
な
と
で
パ
リ
ケ
ー
ド

を
つ
く
り
一
歩
た
り
と
家
に
は
£
せ
つ

か
せ
な
い
と
同
時
に
、
田
畑
の
屑
査
に

は
坐
り
込
み
で
圓
い
ぬ
り
だ
の
で
み
る

　
こ
の
日
、
立
入
り
対
象
区
域
と
な
っ

た
東
Ｕ
、
新
田
地
区
で
は
反
対
同
盟
と

と
も
第
四
イ
ン
タ
ー
・
中
核
派
各
百
五

十
人
、
他
社
青
同
解
放
派
左
人
、
プ

ン
ド
派
な
と
も
緊
急
動
員
で
大
信
動
員

は
か
け
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
竹
ザ
オ
突

撃
隊
な
ど
を
編
成
し
、
敵
Ｈ
公
団
、
警

察
権
力
の
弾
圧
に
抗
し
ぬ
い
て
果
敢
な

デ
モ
、
坐
り
こ
み
戦
術
を
闘
い
ぬ
い

た
。
十
時
半
、
目
的
立
入
り
調
査
の
四

分
の
Ｉ
に
も
み
た
な
い
ま
ま
、
公
団
は

調
査
は
完
了
し
た
と
ひ
き
あ
げ
た
。
、
公

団
は
「
立
入
り
調
査
で
き
な
か
っ
た
と

こ
ろ
は
航
空
調
査
に
切
替
え
る
」
、
と

い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
公

団
に
と
っ
て
調
査
は
既
製
事
実
を
つ
く

る
た
め
に
「
立
入
り
屑
ぎ
を
お
こ
な

っ
た
の
で
あ
り
、
法
解
釈
な
ど
ど
う
で

も
こ
じ
つ
け
る
つ
も
り
な
の
で
あ
る
。

　
二
期
工
事
区
域
の
反
対
同
盟
家
屋
二

十
二
戸
、
一
戸
当
た
り
ニ
ー
三
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
所
有
地
を
も
ち
、
し
か
る
に
闘

争
の
舞
台
は
反
対
同
盟
の
翻
に
あ
る
。

　
ま
た
、
一
期
工
ぶ
区
に
「
完
成
」
し

た
四
Ｒ
｛
｝
Ｍ
騎
走
路
も
？
乖
無
用

の
長
物
と
化
し
て
い
る
。
こ
の
肘
走
路

の
使
用
を
不
可
能
に
し
、
に
ら
み
つ
け

る
様
に
た
つ
二
基
の
岩
山
大
鉄
塔
の
奴

去
問
題
を
公
団
、
権
力
は
い
か
に
果
た

副
詞
ふ
剽
｀
剔
｀
止
コ
剽
¶
剔
に
副
剔
訓
｀
四

亡
）
を
円
騎
な
ら
し
め
ん
と
し
て
来
て

い
る
。
国
家
は
、
出
産
の
時
剛
ま
で
も

指
寛
し
て
き
た
。
‘

　
労
某
法
改
悪
の
紅
接
的
問
題
点
の
一

つ
は
、
大
一
の
不
安
定
低
賃
金
労
勘
考

（
パ
ー
ト
）
を
身
分
的
差
の
最
低
辺
、

本
工
労
働
者
の
沈
め

‘
石
と
す
る
為
、

「
女
子
の
体
位
の
向
上
と
職
珊
珊
椀
の

贅
備
に
伴
い
女
子
の
趙
保
護
規
定
（
？

）
を
取
り
払
っ
て
、
女
子
の
一
力
を
児

分
に
発
輝
さ
せ
る
必
要
が
増
大
し
て
い

「
友
子
深
夜
労
働
禁
止
の
緩
和
」
「
友

子
の
・
欄
外
労
働
の
制
限
緩
和
」
「
女

子
の
危
険
、
有
吉
業
慕
の
就
業
制
限
の

親
和
」
を
「
改
正
」
と
称
し
て
い
る
。

　
「
子
育
て
、
留
今
讐
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
」
と
「
物
価
値
上
１
生
活
破
壊
」
の

中
で
、
家
事
１
育
児
恒
男
で
あ
る
中

高
年
婦
人
が
、
労
働
出
来
る
時
圓
に
制

限
が
あ
る
、
と
い
う
事
を
疏
手
に
取
っ

た
狩
り
出
し
策
で
あ
り
、
労
働
力
の
時

間
売
り
を
債
要
す
る
資
本
の
労
働
力
配

そ
う
と
し
て
い
る
の
か
ｅ

　
現
在
、
千
葉
県
警
機
動
眼
は
ひ
そ
か

に
鉄
塔
撤
去
の
戦
術
を
労
し
て
い
る
。

こ
の
六
〇
Ｍ
の
強
固
な
鉄
塔
を
ひ
き
た

お
す
に
は
重
機
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の

山
に
そ
れ
を
堺
遠
路
が
必
要
だ
。
勿

論
、
反
対
同
盟
は
鉄
塔
戦
を
朕
開
す

る
。。

追
い
つ
め
ら
れ
て
い
る
の
は
政
府
、

公
団
な
の
で
あ
る
。

　
「
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
敷
設
問
喝
、
住
民

と
合
意
」
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
即

開
剋
に
結
び
つ
く
か
の
よ
う
に
公
団
、

マ
ス
コ
ミ
が
わ
め
き
ち
ら
し
た
。
し
か

し
、
そ
う
し
た
策
動
は
全
て
、
鉄
塔
撤

去
、
二
剛
工
事
区
の
回
収
失
敗
を
お
お

い
か
く
す
手
段
で
あ
る
こ
と
は
あ
ま
り

に
も
明
白
だ
。
い
ま
や
、
鉄
塔
問
題
は

前
面
に
お
し
だ
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
追
い

つ
め
ら
れ
た
政
府
、
公
団
は
牙
を
む
き

だ
し
に
し
て
き
た
。
’

　
こ
の
固
、
岩
山
大
鉄
塔
の
十
万
人
共

有
叱
運
動
は
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い

る
。
反
対
同
盟
は
で
き
う
る
限
り
を
尽

く
し
て
い
る
。
こ
の
Ｉ
亘
一
争
に
は

せ
参
じ
た
支
援
部
遂
の
力
量
は
こ
の
こ

と
に
６
え
る
に
は
あ
ま
り
に
も
た
ち
お

く
れ
て
い
る
。

　
　
「
鉄
石
撤
去
粉
砕
し
、
「
開
魅
阻
止
」

の
た
め
に
恒
常
的
な
ｆ
ｉ
活
動
が
間
わ

れ
て
い
る
。
カ
ン
パ
を
む
く
り
檄
を
と

と
け
る
こ
と
も
ｍ
要
で
も
あ
る
が
、
現

地
で
反
対
同
盟
農
民
と
作
業
を
お
こ
な

い
、
学
r

l
l
p
M
g
i
l
l
i
織

す
る
こ
と
、
こ
の
こ
と
を
や
り
ぬ
く
ご

と
が
最
重
要
の
農
堀
で
あ
る
。

永
住
者
と
の
麗
の
厳
然
た
る
差
別
の
強

化
等
、
取
り
分
け
六
〇
万
在
Ｈ
朝
鮮
人

に
対
す
る
分
断
・
差
別
圧
殺
攻
撃
で
６

る
事
を
。
ボ
し
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
差
別
の
一
例
は
協
定
永
住

者
は
懲
役
七
年
以
上
の
刑
を
受
け
な
け

れ
ば
、
退
去
強
制
の
対
象
に
な
ら
な
い

の
に
比
べ
、
一
般
永
住
者
や
一
二
六
号

諌
当
者
と
そ
の
子
供
竺
年
以
上
の
懲

９
で
退
去
強
制
の
対
象
と
さ
れ
る
の
で

あ
る
。

　
も
う
少
し
内
容
を
検
討
し
て
み
よ
う

　
「
現
行
出
入
国
管
理
令
は
裁
利
所
に

よ
る
事
前
の
司
法
珀
チ
ェ
タ
ク
の
欠
除

（
即
ち
、
身
体
の
自
由
の
拘
束
と
。
冨
う

点
に
於
て
、
意
捕
・
拘
留
と
全
く
拠
な

る
一
Ｊ
の
な
い
「
収
容
令
害
」
の
発
忖
）

に
歌
詞
所
の
許
可
な
く
行
な
う
一
ｌ
が
一
ｍ

来
る
。

　
勿
論
現
在
の
切
疵
体
制
を
全
く
Ｕ
製

出
来
る
辱
と
鷹
一
人
と
し
て
考
え
て
は

い
な
い
の
だ
が
ふ
一
度
餉
に
そ
の
哨

門
を
初
め
か
ら
轜
え
て
は
い
な
い
の

だ
。

　
。
従
っ
て
自
由
に
権
力
は
、
在
口
外
３

人
を
収
容
所
に
送
り
込
ひ
事
が
出
来
る

の
だ
。
そ
し
て
収
容
さ
れ
た
掩
の
人
権

保
障
の
為
の
娠
法
、
刑
訴
法
の
諸
規
定

選
任
権
、
弁
護
人
の
接
見
交
通
権
な
μ

の
適
用
が
な
い
。
憲
法
に
於
る
人
権
の

尊
攘
は
お
ろ
か
、
何
故
、
何
の
採
な
理

由
で
匂
留
さ
れ
て
い
る
の
か
も
明
ら
か

に
さ
れ
な
い
ま
ま
、
弁
護
人
も
な
く
収

容
所
に
送
ら
れ
。
。
（
破
廉
恥
に
も
そ
し

て
こ
の
破
廉
恥
が
日
常
茶
飯
事
に
行
な

わ
れ
て
い
る
の
だ
が
）
強
調
逼
去
が
行

な
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
赳
去
弦
制
処
分
は
、
当
該
外
国

人
（
分
け
て
も
朝
鮮
人
、
中
国
人
）
に

と
っ
て
全
く
そ
の
生
ａ
の
根
本
を
奪
わ

れ
る
畢
を
意
味
し
、
死
刑
に
も
匹
敵
す

る
麺
酷
な
処
分
に
も
相
当
す
る
の
に
政

利
所
の
許
可
す
ら
も
必
要
と
せ
ず
行
な

わ
れ
る
。
　
　
　

‘

　
ま
た
、
今
Ｕ
国
際
以
上
も
当
然
化
さ

れ
て
い
る
政
治
的
亡
命
者
保
護
柵
度
の

欠
徐
等
、
明
確
に
在
Ｕ
朝
中
人
民
へ
の

外
な
ら
な
い
。

　
女
性
差
別
に
一
貫
さ
れ
尤
法
案
改
悪

を
全
人
民
的
包
囲
を
も
っ
ｆ
ヽ
阻
止
粉
砕

む
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
日
楷
は
賢
な

る
良
性
無
権
別
状
車
を
圓
策
し
、
【
】
胃

兜
法
」
の
成
立
を
針
り
、
三
法
一
体
で

　
「
子
育
て
機
械
－
下
働
き
女
」
に
の
み

生
タ
さ
せ
ん
と
し
て
い
る
の
だ
。

　
女
性
を
踏
み
つ
け
あ
ぐ
ら
を
組
む
男

に
一
切
の
権
利
主
張
は
許
さ
れ
な
い
。

　
　
　
’
×
　
　
×
　
　
×

ほ
順
に
Ｊ
順
に
漕
咄
ふ
ほ
ぼ
沼
漂
順
延

直
接
的
攻
撃
以
外
の
何
物
で
も
な
い
。

　
こ
の
縁
に
今
回
の
出
入
国
法
案
は
前

述
の
幾
つ
か
を
取
り
上
げ
た
ほ
ん
の
傾

か
な
例
で
も
、
そ
の
欠
駱
（
最
も
常
識

餉
に
考
え
て
も
）
に
は
一
切
手
を
触
れ

ず
、
正
し
く
直
接
、
朝
中
人
民
の
生
活

駈
動
の
自
由
、
政
治
的
自
由
に
対
し
て

ガ
ン
ジ
ガ
ラ
メ
の
規
制
を
加
え
ん
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
殊
に
、
第
二
六
粂
第

一
臓
第
二
り
は
『
日
本
凶
の
機
團
に
お

い
て
決
定
し
た
政
策
の
実
施
に
Ｍ
対
す

る
公
開
の
集
会
、
若
し
く
は
集
団
示
威

運
動
を
主
張
し
、
若
し
く
は
指
揮
し
、

ま
た
は
公
衆
に
対
し
、
日
本
国
の
機
関

対
す
る
Ｉ
ｆ
を
扇
動
す
る
演
説
、
若
し
く

は
文
書
凶
画
の
載
布
、
若
し
く
は
腰
示

し
た
者
』
に
中
止
命
令
を
発
し
り
る
と

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
’

　
こ
の
事
は
外
国
人
の
思
想
、
良
心
、
゛

渠
公
等
の
自
由
、
一
切
の
￥
本
的
人
権

の
抹
殺
に
仙
な
ら
な
い
。

　
取
り
分
け
在
日
朝
中
人
民
に
と
っ
て

日
常
的
生
居
間
咀
｜
物
価
上
昇
辱
Ｉ
Ｋ

も
一
切
反
対
す
る
所
か
、
・
口
出
し
出
来

ぬ
様
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
一
般
的
政

治
活
動
を
禁
止
す
る
だ
け
９
ぞ
は
決

っ
し
て
な
い
。

　
更
に
今
回
の
法
案
第
三
二
条
は
、
特

別
在
留
許
可
を
、
異
議
用
立
て
手
続
き

と
切
離
し
、
当
該
外
国
人
か
ら
の
特
別

在
割
許
可
は
法
務
大
臣
の
Ｉ
〇
〇
り
自

由
銃
Ｍ
と
っ
て
い
る
。

　
こ
の
ー
￥
社
外
国
人
と
。
ド
っ
て
も
ー
刳

中
人
民
に
「
殺
生
与
奪
の
権
」
を
一
切

Ｈ
帝
Ｉ
政
府
・
自
民
党
が
自
由
気
ま
ま

政
耐
一
に
取
り
行
う
ボ
に
外
な
ら
な
い
。

　
一
体
、
在
Ｕ
朝
中
人
民
は
泰
の
手
に

よ
っ
て
今
Ｕ
、
Ｈ
本
に
在
り
、
一
切
の

無
複
利
状
態
に
追
い
や
ら
れ
て
い
る
の

か
４
ノ
ジ
ア
再
支
配
強
化
に
向
け
て
、

Ｈ
帝
は
在
Ｈ
刳
中
人
民
の
圧
殺
１
侵
略

史
の
抹
ｎ
１
に
今
、
入
国
法
に
名
を
射

り
て
攻
撃
を
仕
掛
け
て
い
る
。

　
我
々
は
被
抑
圧
民
昨
蛋
Ｔ
解
放
を

目
指
し
、
新
一
と
し
て
排
外
主
義
と
鵜

い
抜
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

懇鯨
　
こ
れ
と
い
っ
た
不
実

も
将
来
へ
の
展
望
も
な

い
Ｍ
校
時
代
、
外
来
音

楽
と
い
え
ば
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｙ

な
ポ
ピ
ュ
．
ラ
ー
音
楽
以

外
意
識
が
な
か
っ
た
耳

に
気
が
遠
く
な
る
ほ
ど

Ｓ
Ｉ
Ｍ
Ｐ
Ｌ
Ｅ
な
音
１

音
楽
と
い
う
に
は
適
当
で
は
な
い
１

が
と
ひ
こ
ん
で
き
た
▼
Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｉ
｀

Ｅ
Ｓ
▼
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
‘
｀
一
射
す
る

曲
線
は
ほ
と
ん
と
下
半
身
に
集
中
し

た
▼
音
的
オ
ナ
ニ
ー
、
あ
る
音
の
秩

序
が
崩
れ
去
り
、
信
じ
ら
れ
な
い
解

放
感
が
μ
華
し
は
じ
め
た
▼
以
来
八

年
、
多
く
の
事
件
が
起
っ
た
パ
リ
の

五
月
、
ア
メ
リ
カ
の
就
職
運
動
を
は

じ
め
全
世
界
を
席
巻
し
た
Ｎ
Ｅ
Ｗ
・

Ｌ
Ｅ
Ｆ
Ｔ
運
動
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
国
家

社
会
の
秩
序
と
「
平
和
」
の
崩
壊
▼

若
者
の
文
化
も
激
し
く
変
化
し
た
▼

ィ
ッ
ピ
ー
、
ヒ
Ｊ
一
一
－
、
性
文
化
の

混
沌
▼
若
者
は
街
頭
に
で
た
何
十
方

何
百
万
▼
四
人
の
音
楽
は
ス
ト
レ
ー

ト
の
情
況
を
反
映
し
た
▼
「
サ
ー
ジ

ャ
ン
ト
、
ペ
パ
ー
ズ
、
ロ
ン
リ
ー
、

ハ
ー
ト
、
ク
ラ
ブ
、
バ
ン
ド
」
は
四

人
の
な
か
に
、
多
く
の
分
岐
を
う
み

だ
し
た
▼
ビ
ー
ト
ル
ズ
そ
の
も
の
の

存
在
Ｍ
盤
た
る
文
化
の
急
進
性
は

　
「
ジ
ョ
ン
の
魂
」
の
心
か
に
よ
り
多

く
吸
収
さ
れ
た
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
人

間
的
、
ナ
イ
ー
ブ
な
音
性
は
ジ
ョ
ー

ジ
に
、
こ
の
二
人
に
ピ
ー
ト
ル
ズ
の

本
性
的
な
リ
ア
リ
ズ
ム
と
ラ
ジ
カ
ル

性
が
継
続
さ
れ
た
▼
ポ
ー
ル
は
ブ
チ

・
プ
ル
だ
、
そ
れ
も
良
心
的
な
▼
ポ

ー
ル
に
同
わ
ね
ば
な
ら
な
い
「
ア
ィ

ル
・
一
ロ
ン
ド
に
平
和
を
」
、
だ
れ
に

と
っ
て
の
平
和
な
の
か
。
暴
力
は
全

て
を
解
消
し
な
い
、
し
か
し
同
時
に

　
「
中
立
的
」
な
平
和
な
ど
ゴ
ミ
く
ず

に
等
し
い
、
ポ
ー
ル
に
ラ
ジ
カ
ル
な

鉄
雌
を
▼
リ
ン
ポ
、
カ
レ
の
評
価
は
‘

他
の
人
に
譲
ろ
う
▼
「
パ
ン
グ
ラ
、

デ
シ
ュ
」
、
ジ
ョ
ー
ジ
は
彼
自
身
の

意
識
を
ジ
ョ
ン
よ
り
も
ス
ト
イ
ッ
ク

に
ア
フ
ピ
ー
ル
し
た
▼
ジ
’
ョ
ン
は
ヨ

ー
コ
と
と
も
に
評
価
し
な
け
れ
ぱ
な

ら
な
い
１
洋
子
で
は
な
く
ヨ
ー
コ
と

あ
え
て
表
現
す
る
Ｉ
▼
ヨ
ー
コ
の
創

造
性
と
「
政
治
」
性
は
ジ
″
ン
を
包

摂
し
た
、
ジ
。
ン
は
そ
れ
に
応
え
る

資
質
を
有
し
て
い
た
▼
「
ィ
マ
ー
ジ

ン
」
で
「
好
は
世
界
の
奴
隷
か
」
で

ジ
。
ン
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
し
た
▼
Ｃ
Ｏ

Ｌ
Ａ
の
ビ
ン
で
火
炎
ピ
ン
を
投
げ
つ

け
よ
う
と
す
る
若
者
に
、
絶
賛
を
▼

ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
文
化
を
破
壊
せ
よ
、

プ
ル
ジ
。
ア
の
道
具
で
ブ
ル
ジ
。
ア

に
鉄
槌
を
▼
匂
い
）
年
、
ビ
ー
ト
ル
ズ

は
解
散
し
た
▼
全
世
界
の
急
進
運
動

と
と
も
に
▼
レ
。
ド
ツ
ヱ
ペ
リ
ン
、

エ
マ
ー
ソ
ン
・
レ
ー
ク
＆
パ
ー
マ
ー

エ
ピ
ゴ
ー
ネ
ン
は
ピ
ー
ト
ル
ズ
を
の

り
こ
え
ら
れ
な
い
▼
ィ
ッ
ピ
ー
は
ヒ

ッ
ピ
・
Ｉ
は
山
に
こ
も
り
だ
し
た
、
宗

教
2
7

1
1
の
文
化
に
も
か
れ
ら

は
純
化
し
て
い
っ
た
▼
急
進
主
義
と

口
″
ク
文
化
の
前
者
は
、
そ
の
任
務

を
次
代
に
ゆ
ず
っ
た
▼
ピ
ー
ト
ル
ズ

の
世
代
は
ビ
ー
ト
ル
ズ
を
ま
つ
の
で

は
な
く
、
そ
の
も
の
以
上
に
そ
の
存

在
性
の
確
証
を
白
身
で
っ
く
り
は
じ

め
て
い
る
▼
ブ
ル
ジ
ョ
ア
秩
序
の
世

代
は
よ
ろ
し
く
後
方
に
、
吹
き
だ
ま

り
に
コ
ソ
コ
ソ
と
そ
の
存
在
を
み
い

だ
す
が
よ
か
ろ
う
▼
メ
コ
ン
・
デ
ル

タ
で
ア
ラ
ブ
の
砲
火
の
な
か
で
難
い

続
け
る
解
放
の
魂
が
あ
る
、
ｔ
き
統

吋
る
革
為
の
魂
▼
急
葱
主
叔
に
拝
き

す
る
内
性
は
風
化
し
、
荒
Ｒ
の
前
で

馨
敷
し
つ
つ
あ
る
▼
革
命
す
る
世
代

は
ラ
ジ
カ
リ
ズ
ム
と
ビ
ー
ト
ル
ズ
の

世
代
に
準
備
さ
れ
、
新
た
な
文
化
性

は
多
く
の
極
槽
と
る
い
る
い
た
る
屍

の
う
え
に
創
成
さ
れ
る
▼
パ
ー
ト
ー

パ
ー
ト
ー
（
松
本
零
士
ふ
う
）
、
パ

ト
カ
ー
の
け
た
ま
し
い
サ
ィ
レ
ン
と

歩
禰
の
あ
わ
な
い
デ
モ
の
な
か
で
、

ビ
ー
ト
ル
ズ
は
死
ん
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
篠
）
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／
長
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川
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記
／
千
田
夏
光
／
白
浜
研
一
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弁
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光
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誇
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仲
介
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高
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異
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な
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末
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日
州
は
ア
ジ
ア
再
侵
略
に
向
け
て
、
今
、
自
国
内
人
民
抑
圧
・
差
別
分
断
策
動
を
増
々
鰐
骨
に
打
ち
出
し

て
き
て
い
る
。
先
ず
、
過
去
の
侵
略
史
棟
豹
を
計
り
在
日
朝
中
人
民
の
圧
殺
、
更
な
ら
無
権
利
化
、
コ
ー
去
’

の
生
証
人
」
を
ガ
ン
ジ
ガ
ラ
メ
の
治
安
体
制
で
「
物
言
え
ぬ
民
」
に
落
し
込
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
又
、
女

性
を
組
成
的
に
無
能
力
と
し
「
子
産
み
Ｉ
子
育
て
機
械
」
と
し
て
の
み
存
在
理
由
を
規
定
し
、
生
め
よ
増
せ

よ
の
「
侵
略
兵
士
増
産
」
に
駆
り
立
て
よ
う
と
し
Ｉ
い
る
。
そ
し
て
大
学
－
教
育
を
「
浸
略
兵
士
養
成
機

関
」
と
明
確
に
設
定
し
て
き
て
い
る
。
日
帝
は
「
侵
略
の
河
」
を
渡
ろ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
為
に
膨
大
な

沈
め
石
を
敷
き
つ
め
渡
河
を
安
易
な
ら
し
め
ん
と
し
て
い
る
の
だ
。
多
く
の
人
民
を
河
底
に
ば
ら
ま
き
、
彼

等
は
そ
の
上
を
ボ
靴
で
、
ア
ジ
ア
大
陸
に
向
け
行
軍
す
る
事
を
再
び
実
現
し
つ
つ
あ
る
。

　
政
府
Ｉ
文
部
省
は
早
大
に
お
け
る

「
革
マ
ル
」
派
の
リ
ン
チ
殺
人
事
件
を

口
実
に
、
大
学
運
営
臨
時
措
置
法
（
六

九
年
八
月
）
の
期
限
切
れ
の
昭
和
四
十

九
年
を
前
に
「
恒
常
的
な
立
法
」
を
検

討
し
て
い
る
事
を
明
ら
か
に
し
、
四
十

八
年
、
五
一
年
（
国
立
大
学
管
理
法

案
）
六
三
年
（
国
立
大
学
運
営
法
）
六

九
年
（
大
学
の
運
営
に
関
す
る
臨
時
措

置
法
）
に
続
き
、
早
け
れ
ば
今
国
会
に

も
″
大
管
法
案
″
を
提
出
す
る
意
図
を

明
ら
か
に
し
て
い
る
。
新
大
管
法
制
定

を
中
心
と
し
た
教
育
関
係
諸
法
の
改
悪

　
（
新
設
（
教
員
の
任
朋
制
度
導
入
に
よ

る
教
育
公
務
員
特
例
法
改
悪
、
「
口
頭

試
問
」
に
よ
る
学
生
活
動
家
の
追
放
・

抹
殺
築
聚
新
大
学
創
設
に
伴
う
法
改

悪
）
と
大
学
・
学
生
自
治
権
破
壊
と
帝

国
主
義
的
教
育
再
編
を
押
し
進
め
て
い

る
。

　
こ
の
事
は
政
府
Ｉ
文
部
省
の
戦
後
一

貫
し
た
大
学
自
治
破
壊
、
政
府
－
日
帝

の
大
学
直
接
支
配
を
企
て
る
と
共
に
、

中
教
審
答
申
に
基
く
大
学
の
帝
国
主
義

的
再
編
の
全
面
実
施
、
ア
ジ
ア
侵
略
に

向
け
た
日
米
共
同
声
明
と
沖
縄
協
定
に

基
く
7
0
年
代
ア
ジ
ア
支
配
体
制
再
編
強

化
の
一
環
と
し
て
明
確
に
存
在
し
て
い

る
。
。

　
茨
城
県
七
酵
市
か
ら
西
ヘ
ー
Ｏ
φ
、

筑
誓
筑
波
町
な
ど
四
町
二
村
に
わ
た

っ
て
建
設
中
の
債
岐
学
園
都
市
、
「
開

か
れ
た
大
学
」
と
政
府
Ｉ
自
民
党
の
み

が
高
ら
か
と
う
た
い
上
げ
、
や
。
気
に

な
っ
て
い
る
「
筑
波
大
学
」
と
は
一
体

何
な
の
か
。

　
　
　
　
　
△

　
　
「
国
立
学
校
設
置
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
阻
案
」
（
以
下
（
今
法
案
’
一
）

は
国
立
学
校
設
回
法
、
學
校
教
育
法
、

教
育
公
務
員
特
例
法
の
三
つ
の
法
律
を

改
正
す
る
法
案
で
あ
り
、
こ
の
三
法
改

正
が
基
本
関
係
を
成
し
て
斬
筑
波
大
学

を
創
設
し
、
・
新
し
い
大
学
管
理
政
策
を

方
向
付
け
る
も
の
で
あ
る
【
渡
辺
洋
三

・
ひ
き
つ
け
ら
れ
た
新
大
管
法
よ
り
】

　
Λ
専
門
研
究
と
大
衆
教
育
と
の
分

離
Ｖ
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
こ
れ
ま
で
の
大
学
は
「
学
部
」
を
大

学
に
お
け
る
教
育
研
究
の
基
本
的
組
織

と
し
て
来
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
「
今
法
案
」
は
学
校

教
育
法
五
三
条
を
「
学
部
以
外
の
教
育

研
究
上
の
基
本
と
な
る
組
織
を
置
く
事

が
出
来
る
」
、
と
改
正
し
、
先
ず
「
国
立

学
校
設
置
法
」
の
改
正
に
よ
り
「
学

部
」
に
か
わ
る
基
本
的
な
教
育
組
織
と

し
て
「
学
群
」
、
研
究
組
織
と
し
て

　
「
学
系
」
を
筑
波
大
学
に
創
設
し
奥
］

と
し
て
い
る
。

　
こ
の
様
な
教
育
組
織
と
研
究
組
織
を

従
来
行
な
わ
れ
て
き
た
統
一
組
微
々
分

離
す
る
大
学
構
造
は
向
の
様
な
意
図
な

の
か
。

　
文
部
省
１
中
教
審
は
、
「
学
部
体

系
」
大
学
は
、
現
在
の
様
な
国
民
の
四

人
に
一
人
、
な
い
し
三
人
に
一
人
が
大

学
生
と
な
る
今
日
の
大
衆
化
さ
れ
た
大

学
の
現
実
を
考
え
る
に
、
も
は
や
学
問

の
真
髄
を
極
め
る
研
究
と
、
そ
の
成
果

を
教
授
ず
る
教
育
の
一
体
的
型
態
Λ
学

部
体
型
Ｖ
は
、
質
的
に
、
量
的
に
不
可

鮑
に
な
っ
て
い
る
、
と
説
明
す
る
。

　
確
か
に
白
山
本
学
を
見
て
も
二
万
近

い
学
生
が
ひ
し
め
き
合
い
、
そ
の
内
容

も
高
校
と
本
質
的
に
は
同
位
で
あ
り
、

専
同
課
程
と
呼
ば
れ
る
ご
く
一
部
の
部

門
に
し
て
も
（
渡
辺
氏
流
に
言
え
ば
）

や
や
毛
の
は
沁
た
程
度
の
「
大
衆
高
等

教
育
機
関
」
で
あ
る
事
は
否
め
な
い
。

　
ツ
汗
大
字
言
レ
バ
ス
新
。
聞
公
」
　
の
面
前
か
ら
姿
を
く
ら
ま
し
た
。
　
　
へ
の
破
壊
を
宣
言
し
て
い
る
も
の
と
考

は
。
ニ
ア
ペ
諸
ジ
石
っ
で
の
と
お
り
、
　
こ
の
対
応
は
我
々
並
ひ
に
昨
年
釆
の
え
る
。

玉
ゲ
ザ
ー
ペ
。
ふ
斤
大
学
】
・
阿
り
字
会
の
公
　
「
朝
霞
移
転
、
学
費
値
上
げ
阻
太
一
　
　
　
　
　
‘
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な
い
。

　

し

・ ｙ

・

記

聊

汀

我

覗

白

字

泌

吊

し

た

に

ち

関

わ

ら

叉

．

桧

窄

新

入

生

に

為

わ

健

ご

秘

か

に

・ ７

・ ラ

ス

リ

ぶ

行

い

恥

痩

．

詐

言

を

し

Ｉ

／

・

ｔ

・

ぃ

Ｉ

’

．

’

一

一

一

｀

・

．

　

公

回

首

．

目

代

へ

の

・ ｔ

Ｅ

に

我

・ 々

の

み

な

且

９

・ 、

．

・

一

一

゛

‥

一

一

心

．

・

・

・

ぃ

‥

一

入

一

．

一

一

・

逞

Ｎ

％

、

・

な

Ｉ

‘

い

た

ち

言

．

．

一

．

］

一

一

・

’

一

万

・

．

一

一

１ １

一

一

・

｝

．

・

］

い

に

・

・

一

．

‐

｝

．

一

一

‥

］

『 ｛

｝

い

Ｉ

。

キ

ャ

≒

ハ

ス

烈

剔

．

・

貳

ぃ

．一

一

‥

‐

‐

｀ ｝

一

一

一

・

Ｊ

Ｊ

一

一

。

ｔ

］

‘

Ｊ

。

｝

一

一

Ｅ

Ｅ

．

ぶ

で

白

玉

・

≒

ド

ニ

ム

ゴ

ヅ

ｏ

言

引

サ

ユ

ド

ピ

ー

．

．

、

パ

‘ に

パ

’

・

’

ら

．

‐

１

‐’

い

、

一

‥

．

、 ‘

い

心

｝

心

昌

犬

百

千

い

ズ

ダ

ゴ

マ

ズ

…

…

‥

Ｊ

一

‥

入

争
」
を
戦
闘
的
に
闘
い
抜
い
た
学
友
総
　
Λ
許
せ
ぬ
新
入
生
の
た
ぶ
ら
か
し
Ｖ

体
に
敵
対
し
、
大
学
当
局
管
理
者
の
利

益
を
一
護
す
る
、
と
言
う
彼
等
の
立
場
　
彼
等
は
、
四
月
四
日
に
登
嚇
し
て
か

性
を
明
白
に
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
ら
Ｉ
Ｉ
し
か
し
大
学
当
局
上
薯
部
に
対
し

　
「
キ
ャ
ン
パ
ス
」
の
内
容
そ
の
も
の
計
画
的
に
昨
年
度
か
。
ら
準
臓
し
Ｉ
・
新
入

は
本
紙
四
月
号
、
並
ぴ
に
タ
テ
カ
ン
で
生
を
対
象
に
販
売
、
情
宣
を
行
っ
て
い

示
し
た
如
く
「
当
局
上
暴
部
９
志
太
″
る
。

実
は
右
翼
勝
典
座
合
」
を
Ｍ
爾
し
、
低
　
　
「
キ
ャ
ン
バ
ス
」
が
″
東
洋
大
学
生

俗
に
れ
始
し
た
も
の
で
し
か
な
い
。
　
の
正
当
な
新
聞
で
あ
る
″
と
デ
マ
を
と

　
し
か
し
彼
等
の
こ
の
圓
の
全
学
友
に
ば
し
、
新
入
生
に
月
圈
五
百
円
と
い
う

吋
す
る
誠
実
さ
を
全
く
欠
い
た
沈
黙
は
高
額
の
購
読
料
で
強
制
的
に
販
売
し
て

我
々
の
剣
張
の
。
此
制
で
あ
る
と
同
時
に
　
い
る
。

阿
冒
に
我
々
並
び
全
学
友
の
闘
争
隊
列
　
又
、
彼
等
の
手
段
は
実
に
陰
険
で
あ

し
か
も
そ
の
事
は
私
立
大
学
の
「
台
所

の
事
情
」
の
み
に
よ
る
も
の
で
は
な
く

国
立
大
学
に
於
て
も
同
様
で
あ
り
、
。
従

っ
て
政
府
１
文
部
省
は
、
「
研
究
」
と

　
「
教
育
」
を
分
離
せ
ざ
る
を
得
な
い
、

と
言
う
の
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
、
こ
の
事
は
学
力
低
下
に

合
わ
せ
た
水
準
の
職
業
的
教
育
を
や
れ

ば
良
い
、
と
言
う
事
な
の
だ
。
こ
れ
で

は
、
や
や
毛
の
は
え
た
職
業
訓
練
所
な

の
だ
。
（
本
学
に
於
て
、
先
行
的
に
実

育
機
関
」
を
分
離
す
る
事
に
よ
っ
て
、

政
府
‐
―
自
民
党
の
教
育
責
任
を
あ
い
ま

い
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
現
在
の
大
学
構
造
を
根

底
か
ら
く
つ
が
え
す
、
新
築
枝
大
学
喘

釦
向
な
る
方
法
に
於
て
管
理
さ
れ
る
９

だ
ろ
う
か
。

　
先
ず
、
学
筏
副
学
長
を
中
心
と
す

る
管
理
運
営
体
制
の
中
央
学
権
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
体
制
弧
化
で
あ
る
。

　
副
学
長
制
の
導
入
は
先
の
「
大
学
運

営
臨
時
措
置
法
」
に
於
て
「
粉
争
大

学
」
に
は
設
置
を
認
め
て
い
る
が
、
今

法
案
は
一
般
大
学
に
も
適
用
す
る
為
丿

学
校
教
育
法
を
改
悪
し
よ
う
と
し
て
い

る
。　

則
学
長
は
学
長
が
人
選
し
（
特
例
法

四
条
・
二
五
条
）
学
長
と
同
意
見
、
同

政
策
の
者
が
人
選
さ
れ
る
の
は
当
然
で

あ
り
、
そ
し
て
重
要
な
事
は
今
回
の
特

例
法
政
悪
妃
よ
り
、
大
学
職
員
以
外
の

イ
プ
的
存
在
な
の
で
あ
る
。

　
し
か
も
新
大
学
の
国
家
御
用
化
１
国

家
一
体
体
制
は
こ
れ
に
尽
き
る
も
の
で

は
な
い
。
築
肢
に
於
る
重
要
な
機
関
と

し
て
Ａ
参
与
会
Ｖ
が
有
る
。
Λ
参
与

会
Ｖ
と
は
何
か
。
Ａ
参
与
会
Ｖ
は
「
学

外
者
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
「
大
学

運
営
に
関
す
る
全
て
の
重
要
事
項
を
審

議
す
る
機
関
」
で
あ
る
。

　
こ
の
参
与
会
の
人
選
に
つ
い
て
は
、

「
学
長
の
申
し
出
を
受
け
て
文
部
大
臣

が
任
命
す
る
」
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て

学
内
の
事
牌
を
理
解
し
な
い
文
部
大
臣

！
学
長
に
「
好
ま
し
い
人
物
」
が
避
ば

れ
る
。
こ
う
し
て
参
与
会
は
学
長
の
箔

問
盈
玲
る
だ
け
で
な
べ
重
要
と
お

も
う
事
項
を
積
極
的
に
取
り
上
げ
て
審

議
し
、
助
言
ま
た
は
勧
告
を
行
う
の
で

あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
参
与
会
制
度
の
導
入
は

増
々
大
学
と
人
民
と
の
直
接
的
関
係
を

わ
れ
る
筑
波
は
「
大
学
フ
ァ
シ
ズ
ム
」

へ
隠
か
れ
た
も
の
で
し
か
な
い
事
が
明

ら
か
と
な
る
。

　
大
学
の
管
理
運
営
が
こ
の
ザ
マ
で
あ

る
か
ら
、
当
然
学
生
の
権
利
等
認
め
ら

れ
よ
う
も
な
い
。
教
育
・
・
厚
生
に
し
ろ

副
学
長
が
牛
取
る
審
議
会
ひ
と
っ
て
、

学
生
は
そ
れ
に
対
し
て
、
せ
い
ぜ
い
希

望
や
意
見
を
述
べ
る
程
度
の
も
の
で
あ

ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
企
み
は
個
別
筑
波
○
問

　
自
民
党
は
、
三
月
九
日
、
遂
に
優
生

保
護
法
改
悪
業
の
国
会
上
程
を
総
務
会

で
決
定
し
た
。

　
優
生
保
護
法
改
悪
が
公
然
化
し
た
の

蓉
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施
さ
れ
て
い
る
の
を
如
実
に
見
る
事
が

出
来
る
」
大
学
が
大
衆
化
し
、
学
生
の

学
力
が
低
下
し
て
い
る
（
こ
れ
は
飽
く

ま
で
文
部
省
逓
信
簿
の
話
で
あ
る
が
Ｌ

本
来
は
主
導
的
に
社
会
矛
一
を
突
き
つ

め
る
精
鋭
な
眼
を
養
い
、
行
動
力
を
具

現
す
る
事
で
あ
る
が
Ｉ
素
直
に
お
上
の

言
う
事
を
闘
く
奴
が
少
な
く
な
っ
た
事

を
称
し
て
、
学
力
低
下
と
言
う
）
し
て

い
る
か
ら
と
、
安
易
に
「
研
究
」
と

　
「
教
育
」
を
分
離
し
、
エ
リ
ー
ト
再
選

別
含
進
め
る
以
外
の
何
物
で
も
な
い
。

　
こ
の
方
向
は
、
大
学
教
育
の
水
準
の

低
下
と
形
骸
化
と
言
う
現
実
を
正
当
化

し
て
行
く
も
の
で
あ
り
、
固
定
化
す
る

も
の
で
あ
り
、
「
研
究
機
関
」
と
「
教

学
外
者
を
剔
学
長
に
あ
て
る
道
を
開
い

た
事
、
で
あ
る
。
従
っ
て
例
え
ば
、
学
長

が
必
要
と
す
れ
ば
、
国
会
議
員
で
も
警

察
曹
長
で
も
選
任
す
る
事
が
可
躯
と
さ

れ
る
の
だ
。

　
次
に
祭
政
に
関
し
て
言
え
ば
、
副
学

長
は
執
行
機
関
で
あ
り
乍
ら
、
同
時
に

評
議
会
（
審
議
機
関
）
の
正
式
メ
ン
μ

１
に
な
る
。
現
在
、
学
長
は
評
議
会
の

議
長
で
あ
る
が
、
副
学
長
（
何
と
／
法

律
に
は
人
数
の
制
服
が
な
い
の
だ
１
築

波
の
場
合
は
五
人
）
が
ド
ヤ
ド
ヤ
と
乗

り
込
ん
で
、
学
校
運
営
を
自
由
に
あ
や

つ
れ
る
の
だ
。
学
長
と
人
事
権
を
掌
握

す
る
副
学
長
は
正
に
、
国
家
―
＆
府
に

対
し
て
「
あ
け
っ
開
げ
た
」
大
学
の
パ

引
き
さ
く
計
り
で
な
く
、
政
府
一
日
帝

に
よ
っ
て
人
選
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ

た
管
理
者
集
団
の
私
物
化
１
単
一
運
動

と
な
っ
て
行
く
事
に
な
る
。

　
さ
ら
に
重
要
な
畢
に
、
副
学
長
及
ひ

評
議
会
が
選
出
す
る
教
員
に
よ
り
構
成

さ
れ
る
「
人
事
委
員
会
」
が
あ
る
。
そ

の
権
能
は
教
員
人
事
一
般
方
針
と
、
特

定
教
員
の
採
用
、
昇
任
、
勤
務
評
定
お

よ
ぴ
そ
の
措
置
、
で
あ
る
。
こ
の
事
に

よ
り
学
部
教
授
会
に
よ
る
現
行
法
下
の

教
員
人
事
は
否
定
さ
れ
、
学
降
へ
の
外

路
介
入
を
許
し
、
々
つ
専
門
家
集
団
と

し
て
の
職
業
上
合
理
性
要
請
が
専
い
去

ら
れ
る
。

　
こ
う
し
て
「
開
か
れ
た
大
学
」
と
Ｍ

る
。
「
知
人
で
あ
る
」
と
言
う
理
由
丈
如
く
、
技
師
は
某
理
事
、
某
教
授
０
‐
推
　
当
局
上
植
部
は
、
日
本
プ
ル
ジ
’
ア
。

１
読
姦
制
し
、
千
円
農
讐
む
薦
状
姦
ぞ
広
雲
な
り
、
我
Ｔ
の
指
導
下
「
大
学
の
訃
主
義
的

だ
あ
る
新
入
生
が
「
デ
マ
御
用
新
一
々
ぺ
の
広
告
差
し
止
め
を
要
求
し
て
い
再
編
成
」
を
先
恥
り
的
に
試
行
し
、

だ
」
と
糾
弾
し
た
ら
五
月
号
が
未
だ
郵

送
さ
れ
な
い
と
怒
り
を
ぶ
ち
ま
け
て
い

た
。

る
。
現
在
で
は
塀
骨
に
も
、
当
局
上
加
　
「
キ
ャ
ン
パ
ス
」
は
そ
の
先
兵
と
し
て

部
が
そ
の
仕
事
を

る
。

直
接
代
行
し
て
い

　
彼
等
の
一
貫
し
た
新
入
生
蜃
り
作
戦
　
経
活
画
か
ら
そ
の
工
作
を
開
始
し
、

の
意
図
は
明
白
で
あ
る
。
今
年
度
再
び
我
々
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
、
「
キ
ャ

当
局
上
馨
部
が
「
明
喩
移
転
、
学
費
艇
ン
パ
ス
」
を
勝
共
巡
合
と
共
同
で
陰
・
棚

上
げ
」
を
学
生
に
強
制
し
て
く
る
事
は
し
た
。
右
翼
か
ら
「
東
洋
大
学
新
聞
学

必
至
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
我
が
学
会
」
を
奪
っ
て
以
後
、
我
々
は
編
集
基

友
が
「
阻
止
闘
争
」
を
開
始
し
て
行
く
屑
を
被
抑
圧
民
族
と
垣
桁
す
る
反
帝
国

事
は
必
至
で
あ
る
。
そ
し
て
、
我
々
学
主
義
に
置
い
て
、
戦
�
的
に
闘
っ
て
き

生
が
要
求
を
勝
ち
取
る
為
に
は
、
新
入
た
。

生
の
隊
列
へ
の
結
集
が
杷
対
必
要
と
さ

れ
る
の
だ
。

　
当
局
上
一
部
の
我
が
学
‘
瓦
の
隊
列
へ

の
弾
圧
は
、
新
入
生
の
右
翼
的
編
成
を

基
軸
に
展
開
す
る
の
だ
、
そ
の
ド
グ
マ

と
し
て
「
キ
ャ
ン
パ
ス
」
は
新
入
生
に

攻
撃
を
開
始
し
た
。

○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

Λ
我
々
の
祓
壌
工
作
に
つ
い
て
Ｖ

Ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ

四
月
号
紙
面
、
タ
テ
カ
ン
で
示
し
た

　
又
、
学
内
に
於
て
も
我
々
は
学
友
と

共
に
在
り
縞
け
、
当
局
上
一
部
の
策
動

弾
圧
に
対
し
闘
い
続
け
た
。
昨
年
度
我

々
学
生
に
強
行
し
よ
う
と
し
た
「
刳
厦

移
転
・
学
蹟
値
上
げ
」
に
怒
り
を
爆
発

さ
せ
た
戦
闘
的
学
友
に
、
的
確
に
情
報

を
伝
え
て
き
た
。
　
。

　
一
方
的
な
機
動
隊
導
入
、
’
ロ
ブ
ク
ア

ウ
ト
体
制
の
状
況
を
つ
ぶ
さ
に
伝
え
、

当
局
を
弾
匍
し
た
我
々
は
、
当
Ｑ
の
お

も
わ
く
に
反
す
る
存
在
と
な
っ
た
。

直
直
付
け
ら
れ
、
我
々
の
解
体
を
企
て

て
い
る
。

　
Λ
新
一
た
る
鉄
槌
今
・
Ｖ

　
我
々
は
今
後
も
、
学
友
の
利
益
を
考

え
、
正
当
な
る
要
求
を
実
現
す
る
為
に

は
、
敵
対
し
て
く
る
履
り
当
局
上
園
部

と
対
立
し
続
け
る
。
学
友
と
共
に
在
る

の
は
、
我
々
の
絶
対
失
な
わ
な
い
姿
勢

で
あ
る
。

　
従
っ
て
、
「
キ
ャ
ン
パ
ス
新
聞
」
が

我
々
や
学
友
に
敵
対
を
腿
け
、
販
売
・

情
宜
を
今
後
も
行
な
う
な
ら
、
我
々
は

彼
等
に
断
固
た
る
鉄
槌
を
加
え
る
。

　
我
々
は
「
東
洋
キ
ャ
ン
パ
ス
新
聞
」

に
警
告
す
る
。
。

　
販
売
・
情
宣
を
行
っ
て
い
る
鯖
君
等

を
見
つ
け
た
ら
、
我
々
は
ｍ
″
、
諸
君
辱

を
あ
ら
ゆ
る
手
以
を
も
っ
て
断
固
糾
弾

す
る
／

は
、
一
九
‘
八
八
年
自
民
党
議
員
が
「
生

長
の
家
」
等
の
宗
教
団
体
を
パ
ブ
ク
に

　
「
優
生
保
護
議
員
懇
談
会
」
を
結
成
し

そ
の
主
要
な
理
由
と
し
て
①
母
体
の
危

険
②
生
命
軽
視
③
性
道
徳
の
乱
れ
、
を

挙
げ
て
い
た
が
七
｛
｝
年
に
は
「
優
生
保

護
法
改
廃
明
成
同
盟
」
を
結
成
し
弱
年

労
働
力
不
足
が
民
族
衰
退
に
つ
な
が
る

と
の
理
由
付
け
を
行
｀
だ
。

　
本
法
案
の
内
容
を
検
討
す
る
に
、
今

迄
「
身
体
的
」
あ
る
い
は
「
経
済
的
」

理
由
に
よ
り
「
経
済
的
理
由
」
を
削
除

し
、
・
新
た
に
「
精
神
的
健
康
」
を
付
け

加
え
ん
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
経
済
的
理
由
の
削
1
!
y

I
S

胎
の
一
層
の
増
加
を
も
た
ら
し
、
女
性

の
肉
体
は
増
々
危
険
に
さ
ら
さ
れ
、
堕

胎
費
用
は
よ
り
高
く
な
る
で
あ
ろ
う
し

ど
ん
な
結
果
を
も
た
ら
そ
う
と
気
性
は

″
｀
き
寝
入
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
結

果
に
追
い
や
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
そ

れ
ば
か
り
で
な
く
権
力
は
厚
顔
無
恥
に

も
女
性
の
肉
体
を
破
壊
し
た
上
に
更
に

刑
法
墜
劃
一
を
も
っ
て
報
わ
る
で
あ
ろ

う
。

　
そ
し
て
、
「
精
神
的
健
康
」
の
事
噴

を
付
け
釦
え
る
こ
と
に
よ
り
、
国
家
は

母
た
る
女
の
「
資
格
」
を
問
い
、
す
な

わ
ち
子
ど
も
を
生
む
こ
と
の
出
来
る
女

子
ど
も
を
生
む
こ
と
の
出
来
な
い
女
、

子
ど
も
を
中
絶
せ
ざ
る
を
鮮
な
い
女
、

子
ど
も
を
中
絶
し
た
女
を
間
い
、
一
体

い
夕
゛
る
子
を
産
み
り
る
母
な
の
か
と

い
｀
ぺ
母
た
る
ｌ
体
に
対
す
る
差
別
、

週
別
の
攻
撃
を
今
正
に
か
け
ん
と
し
て

い
る
。

　
更
に
斬
法
案
に
よ
れ
ば
「
胎
児
が
重

度
の
精
神
又
は
身
体
の
疾
病
又
は
欠
陥

を
有
し
て
い
る
恐
れ
の
著
し
い
と
認
め

ら
れ
る
場
合
に
も
中
絶
が
Ｉ
ｍ
来
る
。
」

と
い
う
新
条
墳
を
加
え
、
現
在
す
で
に

兵
庫
の
「
子
供
病
院
」
に
ね
い
て
羊
水

あ
る
。
。
　
　
　
　
　
一

　
し
か
し
、
最
早
大
学
″
｀
単
に
学
問
を

学
ぶ
所
で
な
い
の
は
も
ｉ
ｙ
匈
。
安
値

な
労
働
力
生
産
工
場
で
も
な
く
な
っ

た
。
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
・
｀
　
４
’
゛

　
筑
波
は
、
学
生
の
国
公
私
に
さ
ら
に

　
「
出
来
の
良
い
」
「
悪
い
Ｉ
」
靭
分
断
を

計
り
、
大
学
生
の
整
理
を
計
る
日
帝
の

ア
ジ
ア
再
侵
略
構
想
に
よ
る
教
育
の
最

後
的
攻
撃
と
し
て
、
筑
肢
大
学
艮
に
具

現
す
る
教
育
法
案
改
草
を
断
固
と
し
て

阻
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

診
断
「
羊
水
チ
ェ
ッ
ク
」
ど
し
て
合
法

叱
を
前
に
し
た
先
取
り
的
攻
撃
が
か
け

ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
対
象
者
を
兵

庫
で
は
、
両
親
の
四
親
等
以
内
’
に
「
異

常
」
が
あ
る
者
、
又
静
岡
で
は
、
①
四

十
才
以
上
の
初
産
者
②
過
去
に
お
い
て

　
「
障
害
児
」
を
出
産
し
た
者
③
「
精
神

障
害
者
」
の
妊
紛
と
定
め
て
い
る
事
に

明
ら
か
な
よ
う
に
、
母
た
る
母
体
へ
の

差
別
、
選
別
、
。
保
安
処
分
吋
攻
撃
が
準

備
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
胎
児
の
う
ち
か
ら
の

差
別
、
君
別
、
隔
離
、
抹
殺
攻
撃
と
し

て
出
さ
れ
て
来
て
お
り
、
・
・
こ
の
事
は
、

‘

同
時
に
現
在
生
き
且
つ
翻
っ
て
い
る

　
「
障
害
者
」
へ
の
陰
然
た
る
剥
喝
、
抹

殺
攻
撃
へ
の
更
な
る
打
ち
固
め
右
し
て

存
在
す
る
。

　
更
に
同
案
て
は
「
初
回
分
詞
が
適
正

な
年
令
に
於
て
后
な
わ
れ
様
助
言
及
ひ

指
導
す
る
」
を
付
け
加
え
よ
う
と
し
て

い
る
。
　
　
　
ゝ
　
　
。

　
こ
の
事
吟
む
く
し
て
肉
体
を
晋

ポ
ロ
に
さ
れ
、
結
婚
・
山
一
Ｔ
追
職
制

を
も
っ
て
追
い
立
て
ｋ
る
よ
う
に
一

場
を
追
わ
れ
、
『
子
ど
も
が
唐
ま
れ
れ
ぱ

育
児
は
家
庭
で
、
子
と
も
に
手
が
か
か

ら
な
く
な
？
た
ら
不
安
定
低
賃
金
雇
用

「
パ
ー
ト
」
と
し
て
再
農
職
場
へ
狩
り

出
す
、
と
い
急
忌
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

（
適
齢
結
婚
１
適
齢
出
産
１
適
齢
死

　
入
管
法
（
従
来
、
出
入
国
管
理
令
と

呼
ば
れ
て
い
た
が
、
「
管
理
」
と
言
う

と
聞
こ
え
が
悪
い
の
で
１
だ
が
実
際
は

「
管
理
‐
‐
差
別
・
抑
圧
」
に
外
な
ら
な

い
の
だ
が
Ｉ
「
管
理
」
の
文
字
を
削
除

し
、
爪
を
隠
し
て
「
出
入
国
法
」
と
言

わ
せ
る
）
が
三
月
十
七
‥
口
、
四
た
ぴ
政

府
１
自
民
党
に
よ
り
衆
議
院
に
上
程
さ

れ
た
。
　
　
　
　
　
。

　
こ
の
事
は
、
プ
ル
ジ
″
ア
新
聞
で
さ

え
も
’
「
三
度
も
純
案
に
な
っ
た
法
案
が

又
し
て
も
提
出
さ
れ
た
畢
自
体
、
極
め

て
胃
例
な
事
点
６
わ
ざ
る
を
得
な
い
」

　
（
三
月
二
〇
日
サ
ン
ケ
イ
）
と
言
わ
せ

る
程
、
政
府
１
自
民
党
の
入
管
令
改
箪

　
（
在
日
哨
国
人
昂
へ
の
倣
底
し
た
差
別

排
外
主
義
に
よ
る
抑
圧
、
治
安
立
硫

化
）
に
対
す
る
獅
常
な
執
念
を
示
し
て

い
る
。

　
今
回
の
法
案
で
1
｡
t
!

①
最
も
胴
備
に
治
案
誠
で
受
ぶ
を
示

し
て
い
る
政
治
活
動
剥
鯛
粂
。
垠
が
残
さ

れ
て
い
る
計
り
で
な
く

②
鴎
然
心
る
治
安
条
城
と
し
て
、
上
魏

拒
否
、
赳
去
強
制
が
入
哲
令
に
引
き
続

き
取
り
入
れ
ら
れ
て
お
り

３
日
韓
粂
約
に
よ
る
協
定
永
住
権
と
法

令
ご
天
号
に
よ
る
そ
れ
以
外
の
一
股
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１

　
勤
労
、
朧
労
の
交
通
労
組
を
主
軸
と
し
た
七
Ξ
年
響
興
は
戦
後
最
大

の
規
模
を
も
っ
て
う
ち
ぬ
か
れ
た
。
田
中
自
民
党
政
府
の
急
速
な
没
落

と
日
本
労
働
運
動
の

づ
く
り
つ
つ
あ
る
。
物
価
、
公
害
が
う
み
だ
す
日
本
労
働
者
人
民
の
不

満
は
労
働
者
一
畿
の
強
力
な
循
専
な
し
に
は
そ
の
水
鶏
を
正
し
く
見
い

だ
す
こ
と
は
‘
’
、
き
な
い
。
今
響
麓
が
つ
く
鰐
ｙ
だ
し
た
公
労
箇
労
働
者
の

政
治
的
要
求
は
全
大
衆
的
な
支
持
曇
獲
得
す
る
ま
で
に
は
な
ぅ
て
い
な

い
。
社
会
主
髪
の
嬰
想
と
麗
実
的
労
働
者
運
動
の
結
合
に
こ
そ
日
本
資

本
主
義
の
矛
盾
を
改
良
と
し
て
で
は
な
く
、
打
倒
し
革
命
す
る
水
路
に

み
ち
び
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
　
四
月
二
十
凶
日
の
動
力
車
労
組
に
よ

　
る
９
力
一
法
闘
争
を
突
破
口
に
交
珊
、

　
公
労
協
「
四
月
末
決
戦
ゼ
ネ
ス
ト
」
は

　
そ
の
厦
恒
、
内
一
一
″
に
お
い
て
か
っ
て
な

　
い
労
廃
石
の
Ｊ
一
Ｊ
バ
Ｍ
を
み
る
な
か
で

　
弊
開
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
ニ
ヤ
四
日
夜
、
ぽ
っ
発
し
た

　
ち
翼
換
発
分
子
に
よ
る
首
都
圏
国
電
を

　
全
面
マ
ヒ
状
協
に
た
た
き
こ
ん
だ
「
国

　
異
観
！
は
攻
府
絃
自
民
党
、
壽
共
逗

　
合
、
愛
国
党
、
マ
ス
コ
ミ
総
動
員
に
よ

　
る
「
反
勤
労
・
国
労
」
、
「
反
導
羅
」

　
キ
’
ン
ペ
ー
ン
に
よ
っ
て
、
春
闘
労
働

　
者
の
孤
立
ｔ
が
策
動
さ
れ
た
・
し
か
し

　
こ
の
暴
動
に
あ
わ
て
ふ
た
め
い
た
の
は

　
春
闘
共
闘
委
、
総
評
の
日
和
見
主
義
指

　
郡
部
だ
け
で
あ
っ
た
。

　
　
二
十
六
日
、
私
戴
総
廸
の
ス
ト
が
半

　
日
で
収
捨
き
れ
は
し
た
が
、
国
男
、
勁

　
労
、
霧
市
突
進
の
各
労
組
、
全
進
、
全

　
電
場
、
日
教
組
な
と
の
呂
日
万
人
以
よ

　
の
労
働
者
の
ス
ト
参
加
は
職
粳
最
大
規

　
樗
と
し
て
�
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
二
十
五
日
、
午
後
二
時
半
か
ら
ゼ
ネ

　
ス
ト
突
入
指
令
が
だ
さ
れ
た
全
逓
は
東

　
京
、
横
浜
、
大
阪
、
広
島
の
中
央
甕
痩

　
局
と
全
国
百
四
十
一
拠
点
で
十
五
年
ぷ

　
り
で
七
十
二
時
間
ス
ト
が
う
た
れ
た
。

　
二
十
六
日
午
前
六
時
か
ら
東
京
中
央
郵

　
便
局
で
紙
扁
、
職
制
に
よ
る
ス
ト
磯

　
り
と
対
岐
し
、
支
援
労
組
員
も
ふ
く
め

　
Ξ
千
Ｓ
二
千
人
の
労
働
者
が
東
京
駅
、

　
中
島
を
は
さ
ん
で
ピ
ケ
を
展
開
し
ご
Ｉ

　
十
七
日
も
常
時
三
百
人
ほ
と
の
機
動
隊

　
と
の
対
岐
状
愚
で
貫
徹
さ
れ
た
。
社
青

　
同
解
放
鼠
、
第
四
イ
ン
タ
ー
各
百
人
は

　
ど
の
新
左
翼
潮
海
も
ビ
ケ
、
ス
ト
支
援

　
に
参
加
し
た
。
午
後
四
時
、
中
郵
当
局

　
は
職
制
を
つ
か
っ
て
島
使
物
の
搬
出
、

　
入
を
お
こ
な
お
う
と
し
た
が
百
五
十
人

　
ほ
ど
の
労
組
貝
に
阻
止
さ
れ
、
つ
い
に

　
機
動
隊
を
導
入
、
当
局
、
楓
制
、
権
力

　
一
体
と
な
っ
た
ゴ
ポ
ウ
扱
き
、
排
除
が

　
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
う
し
た
時
で
す
ら

　
労
組
の
ダ
ラ
幹
と
も
は
空
し
く
「
実
力

　
ピ
ケ
を
中
止
せ
よ
」
と
泣
き
言
を
い
う

　
だ
け
で
、
遼
に
組
合
揖
か
ら
糾
弾
さ
れ

　
る
し
ま
つ
な
の
で
あ
る
。
　
　
ヽ

　
　
国
労
、
動
労
に
よ
る
ゼ
ネ
ス
ト
は
完

　
全
に
首
吊
威
と
大
阪
の
厨
喝
、
特
急
、

‘
急
行
を
蚕
。
㈲
運
休
さ
戈
ま
た
、
回
国

　
嗜
区
の
完
全
マ
ヒ
状
沼
を
は
じ
め
に
、

　
全
剽
的
な
ゼ
戈
・
ス
ト
状
態
と
な
っ
た
。

　
　
と
・
り
わ
け
、
春
闘
共
闘
委
か
ら
の
孤

　
昌
振
動
に
も
か
か
わ
ら
ず
今
・
春
闘
を

鎖
嚇
し
箆
け
た
動
力
車
労
組
は
武
蔵
野

綜
合
理
ｔ
反
対
、
ス
ト
権
奪
還
、
二
人

業
務
員
獲
得
を
中
心
と
す
る
保
安
確
立

反
合
理
闘
争
を
も
っ
て
今
春
闘
の
対
決

梱
を
全
人
民
的
に
鮮
明
に
し
範
け
た
。

か
く
処
点
概
圃
区
で
の
ほ
労
、
勤
労
鉦

舎
員
は
職
制
と
の
対
岐
状
態
で
集
会
を

お
こ
な
い
、
総
評
中
央
の
「
ス
ト
収
絵

筆
鸚
の
目
測
Ｑ
」
に
抗
し
ス
ト
を
貫
微

す
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
た
。
総
・
評
肪

民
同
の
官
僚
統
鱗
雲
破
し
急
進
ｔ
す

る
動
労
は
以
後
、
胃
争
の
光
穎
に
ぢ
っ

つ
づ
け
る
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
二
十
七
日
米
刺
、
品
川
機
関

区
に
お
い
て
国
鉄
当
局
、
警
察
権
力
は

ス
ト
支
援
の
行
動
を
喊
開
し
て
い
た
革

マ
ル
系
男
舞
者
、
学
生
三
百
八
十
一
人

を
検
挙
し
国
鉄
民
同
官
僚
は
こ
れ
を
構

に
「
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
」
排
除
の
攻
撃
を

前
面
に
お
し
だ
し
た
。
ま
た
、
申
概
観

も
津
田
沼
。
・
｀
お
け
る
動
労
の
集
会
に
一

千
人
の
支
援
謬
隊
を
動
員
し
た
。

　
今
響
鸚
に
お
い
て
ま
っ
先
に
泣
き
言

を
あ
げ
た
の
は
春
闘
共
闘
委
、
総
評
醇

民
同
の
ダ
ラ
幹
と
も
で
あ
っ
た
。
総
評

の
事
務
局
ｋ
大
木
は
「
今
春
難
の
輦
大

の
ヤ
マ
は
四
月
末
ゼ
ネ
ス
ト
で
あ
る
。

そ
れ
は
六
四
年
ゼ
ネ
ス
ト
と
比
毅
に
な

ら
な
い
く
ら
い
大
屍
睨
で
あ
り
、
し
か

も
、
単
に
青
年
部
の
独
走
で
は
な
く
、

中
堅
労
働
者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
一
度
ス

ト
に
突
入
し
た
ら
、
中
途
で
止
め
さ
せ

ら
れ
な
い
ほ
ど
に
な
っ
て
い
る
。
ゼ
ネ

ス
ト
を
回
避
す
る
こ
と
Ｕ
た
だ
田
中
首

相
の
登
麟
と
ト
ッ
プ
会
羞
に
の
ｆ
ｉ

か
け
る
こ
と
し
か
な
い
。
で
き
る
だ
け

早
急
に
ト
グ
ブ
会
談
を
要
求
す
る
』
、

と
本
音
を
は
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が

資
本
主
義
の
栽
遍
別
間
の
わ
ず
か
な
分

け
前
を
求
め
て
圖
う
改
良
主
義
循
専
一

の
本
質
な
の
で
あ
る
。
二
瞬
堂
官
房
長

官
と
″
準
卜
″
プ
会
談
’
で
笑
み
を
う

か
べ
握
手
す
る
市
川
壽
難
共
闘
巣
長
、

優
一
長
の
″
ス
ト
駆
゛
″
に
み
せ
た

要
こ
そ
、
そ
の
証
左
で
あ
る
。
。

　
鬼
の
酋
で
も
と
り
た
か
の
よ
う
に
民

同
官
僚
が
手
に
い
れ
た
田
中
と
の
″
春

闘
念
書
″
な
る
も
の
は
ゴ
ミ
く
ず
同
然

に
田
中
の
一
言
で
拒
否
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。
ス
ト
複
ｕ
、
処
忿
輩
は
、
な
に

も
解
決
し
て
い
な
い
の
だ
。

　
五
月
一
日
、
代
々
木
公
園
の
第
四
十

四
回
申
央
メ
ー
デ
ー
に
お
け
る
五
十
万

人
の
労
働
者
人
民
が
結
集
。
「
小
難
挙

区
餌
粉
砕
」
、
「
ス
ト
鳶
奪
還
」
「
田

中
□
据
｀
攻
府
紅
鱒
」
の
林
立
す
る
プ

ラ
カ
ー
ド
は
日
本
労
偉
者
人
民
の
政
治

的
４
揚
を
さ
し
し
め
て
い
た
。

　
春
闘
は
お
わ
づ
て
い
な
い
。
　
―

篁
簸

　
動
労
の
順
法
闘
争
！
右
糞
排
発
分
子

に
よ
る
騒
動
事
件
―
交
蒼
、
公
労
協
ゼ

ネ
ス
ト
ー
ダ
ラ
幹
に
よ
る
ス
ト
収
拾
。

こ
の
一
琢
の
事
態
が
労
働
者
人
民
の
意

鷹
の
分
化
と
高
揚
を
さ
し
し
め
す
な
ら

ぱ
小
盾
挙
区
、
寡
反
、
荊
法
な
と
の
反
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　　　　　　　　　　　　　　73年番鱒決起業負

物
法
案
の
国
会
上
程
乗
物
こ
そ
日
本
帝

瞳
主
義
の
労
働
者
管
理
、
国
家
の
債
権

一
擲
の
一
元
化
を
さ
し
し
め
す
も
の
で

あ
る
。

　
高
度
経
済
成
長
政
策
と
戦
後
プ
ル
ジ

ｓ
ア
民
主
主
義
に
よ
る
「
安
定
的
」
な

日
本
資
本
主
義
社
会
は
今
、
米
帝
国
主

曇
曇
済
、
軍
事
世
界
支
配
の
急
速
な
役

鳳
ど
日
本
労
働
者
人
民
の
政
治
的
要
求

の
増
大
の
中
で
、
崩
壊
の
過
程
の
中
に

あ
る
。
こ
う
し
た
労
勤
者
階
級
の
意
識

麦
拓
の
急
進
化
は
ふ
。
経
済
�
争
」
の
枠

を
突
破
し
、
「
生
産
手
段
の
労
働
者
管

理
」
と
親
帝
国
主
義
労
働
組
合
の
「
中

立
性
」
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
性
そ

の
も
の
の
解
体
を
そ
の
最
重
要
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
と
し
て
か
か
げ
あ
る
。

　
ま
た
、
そ
う
し
た
政
治
騨
況
は
日
本

階
級
難
争
に
あ
け
る
労
働
者
階
級
の
指

￥
性
そ
の
も
の
を
問
題
に
し
て
い
る
Ｑ

右
翼
勢
力
の
台
頭
は
全
人
民
の
政
治
的

指
標
を
指
導
す
る
労
働
者
賎
級
の
た
ち

遅
れ
と
、
そ
れ
に
よ
る
政
治
的
不
満
の

無
以
則
的
爆
発
と
い
う
中
で
お
こ
る
。

　
四
・
二
四
「
国
鉄
一
助
」
を
「
反
動

的
、
右
翼
的
、
狂
乱
的
民
衆
の
暴
動
」

の
言
葉
の
一
片
で
か
た
づ
け
、
労
働
者

階
級
の
闘
争
の
指
導
性
を
無
視
ず
る
傾

向
は
、
サ
ン
デ
イ
カ
リ
ズ
ム
ヘ
の
誤
り

に
転
化
す
る
恨
・
回
で
あ
る
。

　
日
本
労
働
者
階
級
の
戦
闘
化
、
急
進

拓
は
そ
れ
が
自
然
発
生
的
に
労
働
者
階

穀
の
社
会
主
義
革
命
へ
の
発
涙
を
意
味

ず
る
も
の
で
は
な
い
。
サ
ン
デ
イ
カ
リ

ズ
ム
に
対
す
る
社
会
主
義
前
梢
の
存
在

社
、
共
の
「
国
民
地
合
政
府
」
、
「
民

主
漂
白
・
政
府
」
の
改
良
主
義
政
策
に
対

す
る
革
命
的
統
一
戦
線
戦
術
、
労
働
者

管
理
と
二
重
権
力
、
労
働
組
・
合
・
Ｕ
慨
指

導
ぼ
に
た
い
す
る
労
働
者
民
主
主
義
の
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24国鉄鵬勤事件

　　説　　　　　　一新しい指導部への希求-

　ぼI労・勤労を先頭とし、７ｙ５闘は、史上最大のストライキ買争としてもり上

りをみせていこ。悪性インフレ、土池の急騰、大商社物価投機てごしむ、労喬西

のいかりが爛茫したのである。この彊人なエネルギーを柘集しえた今７３春闘

は、ぼI中内八J、川本ブルジョアジーを昌司み上がらしだぷ″彼らブルジョアジーは

自らの詣応延命のためあらゆる築を構じた。第二組合のでっちあげ、暴力団をつ

かづてのスト欲心ま、妓らのり意である。死臭かただよっている現在資本主義、

もうとびつくるいようがなくなった現在資本主義。

　さる４月2 4 E:Jヽ投、未明「赤羽駅を最初にj碗～腫３２ケ所の駅において、

暴働ざわざ邸応こった･２５口、当局発表「背妾関係はないように思われる」ま

っ穴ﾆ＜ｆごわのいいことである。たった一日ぐらいで背後関係などみれるはずも

ない。「乗客のパワー爆発」「橋る不一一気に火の手」「乗客の怒り順法つぶ

ず.j（以上朔日百二l）まったくおそれ入る。日ごろ公害・環境破壊・インフレ投

機・貿い占め反対乃キャンペーンをはっでいた新聞であったが、こんな時には、

陽磁の本式を回ら考えようとせず、ゼネスト反対のキャンペーンをはろぢとす

る。実際には、肢ら「肩勁」に参加した多ぐの人がこの現Ｅ日本のぐさりきった

資本主義に対して怒りが柵､屁にあったということを彼らブルジョア新聞は見のが

している。そしてまたこの点をみのがすゆえに彼らブルジョア新聞のプルシ・ア

新問たる所以てある。

　４月２４Ｈは、ａうL･鉄労働者に対して自民党政府ヽ国鉄当局、金でやとわれ

たごろつきこわが意識的で真剣な娠司０反撃を挑発し組織した日である。彼らの

目的ははっきりしている。つまり労働者の前衛と意識のねくれた後衛部分とを対

立させ階級詞争そのものを分断し解体しようとするものである。労働官僚が保身

のため妥励に狂弄したという窓昧においで改らブルジョアジーの意図はあるてい

ど成功したといえよう。しかしながらブルジョアジーにはいまやプロレタリアー

トの要求をみたずだけの余裕もなくなりプルジｓアジーのおちゆ＜先ばまっ黒な

どろ沼だ汀なろだということを今春闘は証明しただろう。そしてそのブルジョ1ア

ジーの畿度の舌あがきが、八尾一見才げドごして、４月２４目の【莉鉄Ｍ勁事件のデ

フチ上げなのである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。

　今度の事件はヽブルジョアマスコミ○宣伝でもってF大衆の怒りが煉発し」と

しゼネストを岫う個数労働者に「非」があφと診断されてしまった。そして田中

攻府ば「旨I武のストでらって都市部の物詣（野菜岑々）の直上りは促進された」

とブルジョアマスコミを全面的にバックアッフする態度をとってきた。しかしな

がら今度の府ﾄﾞをそれら宣伝にまどわされず、慎重に見るならは、まず第一にあ

奏らかにご毎夕訟社党、鼓労の否定する右翼（口学同など）の宣動かあったことー－
が薄給される。それはすなわち、ブルジｓアジーならびに右翼をもあせらすほと

のエ戈ルギーでもって今者鴎は蜘われたんだという証明にもなづている。そのこ

とがごく最近ヽ原本空港において青年愛国党如による宮本要μ長襲撃事件にも見

られる。第二にヽ反動的な方向に爆発したにせよ、大衆は、巨大なエネルギーを

､もち、根底に現政府に対する不一が蓄積されていてそして彼ら大衆ばいまだその

不同そだれにぷつけたらいいか知らずヽ､反勁哨にも闘う労働者に怒りをぶつけて

しまったんだということが確認される。

　今や日本資本主義、は自らの力では解決する能力をもたず、やづと労綸官僚の

うらぎりでらっでヽそしてまたiリだ別勁ツ件をデッチ上げることによって延命し

ているのである。　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｘ

　雙ら労働官僚のうらＪりは罪ぶかい。力励石人民の全社一両な怒りの爆発を分

新し、おしとどめ、拡散させようとする。現在社共指導膳はまさに労働者人民に

敵対しでいる。そして今度の４・２４国鉄暴動事件においても、それに参加した

圧倒的に多いとみられる労働者のエネルギーを正しくみちぴくことができなかづ

たのも社共す旨噂剖の責任である。大衆は指導を求めている。しかしながら現在目

本において或らを指導できないでいる現状を見て､･まさに今現在この日本におい

て確固たる指導部の必要がとわれている。　　　　　　　　　　　　　　（牛）

｀ 「

、 ｉ

４

a ･ 〃 －

に結集した労働者(代々木公●:)メーデ一一中央集会

対
岐
を
Ｓ
｀
ず
る
社
会
主
義
勢
力
の
拡

大
だ
け
が
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
の
で

あ
る
。

ア
　
ピ

－
　
ル
ー
女
性
史
研
究
会
Ｉ

　
現
在
、
開
か
れ
て
い
る
一
会
に
於
い

て
、
ま
さ
に
「
優
生
保
ゴ
法
」
が
改
悪

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
政
府
プ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
に
よ
る
優
生

保
ゴ
法
改
悪
の
本
質
は
一
体
何
で
あ
る

の
だ
ろ
う
ね
。
政
府
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー

は
私
餉
財
産
制
に
某
つ
く
家
簑
を
単
位

と
し
て
人
民
を
支
配
し
て
い
る
現
在
、

そ
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
支
配
に
と
っ
て
家
農

秩
序
の
維
持
は
重
要
な
間
題
で
あ
る
。

家
族
は
単
な
る
経
済
生
活
の
単
位
と
し

て
あ
る
だ
け
で
な
く
、
同
誇
に
国
家
支

弼
の
弊
で
あ
り
、
社
会
の
相
娯
単
位
と

し
て
の
社
会
的
任
務
を
も
負
ｉ
て
い

る
。
し
か
し
資
本
主
義
的
生
産
は
。

　
″
内
を
つ
か
さ
と
る
も
の
″
と
し
て
存

在
し
て
い
た
女
性
を
社
会
的
生
産
に
送

り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
Ｘ
父
長
的

家
族
制
度
を
崩
壊
さ
せ
て
い
た
。
現
征

は
多
く
の
友
性
が
社
会
的
生
産
に
参
加

し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
家
旅
主
義
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
の
崩
壊
が
も
た
ら
さ
れ
て
い

る
。

　
こ
の
よ
う
な
ブ
ル
ジ
ー
ア
的
支
配
秩

際
が
＆
れ
て
い
る
現
状
を
く
い
と
め
よ

五
月
革
命
の
再
来

う
と
し
て
、
優
生
保
護
法
改
簒
案
が
出

さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
具
体
的
に
は
、
子
供
を
産
ん
だ
ら
済

祷
的
に
や
っ
て
い
り
な
い
と
い
っ
た
現

寅
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
的

週
由
で
は
一
切
中
絶
を
し
て
は
な
ら
な

い
と
し
、
一
方
に
於
￥
は
、
「
障
害

者
」
に
な
る
可
喬
一
を
秘
め
た
駒
児
醵

中
絶
を
し
て
も
良
い
と
し
て
い
る
。
そ

し
て
現
在
、
有
名
薫
哭
ｔ
し
て
い
る
優

生
保
護
相
談
所
の
業
務
を
も
っ
て
女
性

を
ｉ
の
わ
く
内
に
押
し
込
め
る
ラ
イ

フ
ー
サ
イ
ク
ル
諭
【
卒
業
一
一
職
Ｉ
結

婚
・
退
職
Ｉ
妊
娠
１
再
就
職
（
パ
｀
－
ト

等
と
し
て
）
】
を
ふ
り
か
ざ
し
、
女
性

を
通
し
て
家
族
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を

攬
珊
さ
せ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
わ
れ
わ
れ
か
ら
Ｓ
胎
の
権
利
を

奪
い
攻
り
、
「
障
３
者
」
に
対
す
る
差

別
・
扶
殺
を
ま
す
ま
す
強
化
し
、
プ
ル

ク
″
ア
社
会
が
自
ら
生
み
だ
し
た
矛
盾

を
μ
に
、
「
障
害
者
」
に
、
僻
別
案
衷

に
転
嫁
し
、
お
し
つ
け
る
こ
と
に
よ
づ

Ｃ
家
政
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
そ
只
技
さ

せ
よ
？
’
｀
い
う
の
で
あ
る
。

ド
プ
レ
法
反
対
闘
争

　
　
　
高
校
生
全
土
で
反
乱

　
今
春
、
フ
ラ
ン
ス
全
土
に
島
校
生
を

中
心
に
し
て
深
く
梗
透
し
て
い
る
ド
プ

レ
法
反
対
蔦
動
は
一
九
六
Ａ
年
の
瓦
月

革
命
以
上
の
盛
り
上
が
り
を
全
世
界
の

学
生
、
労
脚
酒
の
肪
に
示
し
て
い
る
。

ド
７
ど
ぼ
こ
の
春
か
ら
夷
施
に
移
さ

れ
る
’
「
学
粟
継
縫
の
た
め
の
兵
Ｒ
猶
予

の
大
幅
縮
小
法
案
」
を
主
な
推
進
役
の

前
仏
国
防
相
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
ド
フ
μ
の

名
か
ら
こ
の
様
に
呼
ん
で
い
る
。
こ
の

法
案
は
「
国
民
皆
兵
制
」
の
フ
ラ
ン
ス

で
、
学
業
が
終
る
ま
で
は
微
兵
が
猶
予

さ
れ
る
と
い
う
処
鯉
を
廃
止
し
、
学
生

は
二
十
二
斌
ま
で
に
徴
兵
す
る
事
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
法
案
に
反
対
し
、
反
対
運
動
を

開
始
し
た
の
は
４
校
生
だ
っ
た
。
二
月

初
旬
か
ら
反
対
運
勁
は
具
体
的
に
始
ま

づ
た
。
キ
ー
、
マ
ル
セ
イ
ユ
、
リ
ヨ
ン

辱
の
焔
方
都
市
で
高
校
生
は
デ
モ
、
ス

ｔ
フ
イ
キ
を
鍼
開
し
た
。
そ
の
核
を
成

し
た
の
は
共
産
主
義
者
同
盟
の
高
校
生

だ
っ
た
。
彼
ら
は
ペ
ル
ｆ
ゐ
校
生
の

例
に
な
ら
い
全
国
行
動
を
捉
嘔
し
「
ド

ブ
レ
法
反
対
阻
止
圀
争
４
日
会
』
が
設

立
か
さ
れ
全
凶
叫
拐
の
反
対
運
勁
に
拡

大
し
て
ば
わ
れ
た
。

　
こ
り
フ
フ
ノ
ス
の
ド
ブ
レ
仙
戻
対
を

前
に
し
て
ベ
ル
ギ
ー
で
も
学
生
の
兵
役

洒
予
廃
止
が
謎
肖
さ
れ
た
。
こ
れ
は
Ｖ

Ｄ
Ｂ
款
副
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
こ
れ
に

対
し
て
一
月
十
五
員
口
都
ブ
ル
ァ
ッ
セ

ル
で
『
ｎ
校
毘
万
五
于
入
が
、
政
府
の

ボ
隊
傭
化
、
Ｖ
Ｄ
μ
計
円
反
対
の
街
頭

　
三
月
二
十
二
口
、
ド
ブ
レ
広
反
対
Ｉ
］

争
委
か
ら
ぶ
胃
砧
が
呼
び
か
け
ら
れ
Ｉ

パ
リ
で
は
カ
ル
チ
ェ
ー
フ
タ
ン
学
生
竹

セ
ー
ヌ
川
左
岸
ダ
ン
フ
ヱ
ー
ル
・
ロ
シ

ュ
ロ
ー
広
場
、
イ
タ
リ
ー
広
場
で
高
校

生
を
中
心
に
、
大
学
生
、
労
働
者
、
糾

穴
万
人
の
大
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

ン
ー
一
同
し
た
。
前
日
二
十
一
日
に
は
共

一 一

・
。
羨
党
系
の
４
校
仇
以
屡
誦
泌
全
国
巡

台
り
政
府
公
認
の
デ
モ
が
二
万
人
を
築

め
て
行
わ
れ
た
が
そ
れ
を
大
幅
に
上
ま

わ
る
犬
肩
歿
な
も
○
だ
っ
た
。
リ
ョ
ン

ル
ー
マ
ン
、
ポ
ル
ド
で
も
大
映
模
な
昌
・

校
生
’
り
デ
モ
が
辰
開
ざ
れ
た
。
な
お
全

国
で
二
十
校
以
上
の
Ｉ
‥
心
授
か
ス
ト
を
続

け
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
す
べ
て
五
月
革

命
奢
大
幅
に
上
ま
わ
る
大
堀
模
な
形
で

舞
わ
れ
て
い
る
。

　
敦
ら
の
要
求
は
要
求
書
の
述
ぺ
て
い

る
と
う
り
、
旧
来
の
徴
兵
制
に
単
に
戻

る
の
で
は
な
く
、
以
下
ド
プ
レ
誠
反
対

闘
争
委
が
一
言
十
四
日
の
全
国
大
心
一
で

採
択
し
た
要
求
の
な
か
か
ら
引
用
す
る

と
１
わ
れ
わ
れ
は
ド
ブ
レ
汲
の
撤
廃

を
要
求
し
て
麗
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら

１
Φ
こ
の
狐
唯
唾
器
的
不
早
晦
を
拡

大
す
る
②
こ
の
法
律
は
青
年
の
失
業
を

お
お
い
ほ
す
汲
事
な
例
で
あ
り
、
こ
れ

は
ゎ
ま
ぶ
１
一
湯
１
渚
港
一

さ
せ
る
。
③
こ
の
法
律
は
資
年
の
箪
国

主
義
叱
に
拍
車
を
か
け
る
。
こ
れ
は
わ

れ
わ
れ
を
も
っ
と
う
ま
く
教
化
し
野
蛮

叱
さ
せ
る
だ
め
、
早
め
に
単
隊
に
い
れ

る
と
い
う
も
の
だ
。
’
④
こ
の
法
律
は
μ

校
↓
兵
舎
↓
労
働
と
い
う
コ
ー
ス
の

「
正
常
化
」
旁
囃
め
る
。
⑤
こ
の
法
律

は
大
学
の
「
正
常
化
」
を
煮
め
る
。
⑤

こ
の
法
律
は
、
青
年
の
庸
に
軍
人
禰
が

石川氏逮捕十周年弾劾集会

　　　　　　　に結集鶯よ
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９
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９
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Ｊ
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S
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栄
円
ｏ
じ
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報
告
、
映
画
会
を
申
心
に
傷
ざ
れ
る
予

定
で
あ
る
。

　
昭
和
ぶ
式
年
五
月
一
日
、
青
玉
県

－フランスー

新
し
く
侵
入
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

・
ｓ
わ
れ
わ
れ
は
階
教
的
特
権
に
も
と
つ

く
旧
来
の
徴
兵
鰐
予
艇
虻
に
た
だ
復
帰

せ
よ
と
認
乖
し
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は

ド
プ
レ
法
の
撤
廃
、
徴
兵
戮
予
の
肖
確

立
と
拡
大
、
す
べ
て
の
青
年
が
瞥
芯

時
刷
を
岩
沢
す
る
自
由
を
要
求
ず
る
。

１　
岐
ら
の
要
求
が
「
恥
級
的
特
権
に
も

と
づ
く
旧
来
の
徴
兵
猶
予
制
度
に
た
だ

攬
帰
」
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
な
い
の

は
、
そ
の
要
求
が
プ
チ
ブ
ル
的
な
単
な

る
μ
Ｒ
逃
れ
の
要
求
で
は
な
く
政
治
的

な
社
公
的
な
桐
拠
に
も
と
づ
い
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
の
時

代
瑶
れ
の
学
園
加
担
や
、
Ｒ
に
立
た
な

い
教
科
内
容
に
対
す
る
不
一
、
そ
し
て

政
府
の
對
理
教
育
に
対
す
る
概
強
い
不

信
を
背
Ｍ
と
し
て
、
治
安
稚
持
の
‘
一
″
の

車
隊
強
化
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
慨
６
の
法
改

威
回
復
の
み
、
地
元
部
落
を
見
込
み
捜

査
し
、
何
の
証
拠
も
な
く
、
別
件
斌
捕

と
い
う
形
で
石
川
さ
ん
を
旭
捕
し
、
聊

神
的
拷
間
な
と
の
一
酷
な
取
り
調
べ
に

よ
っ
て
、
ウ
ソ
の
″
自
白
″
を
ぷ
１
１
り
上

げ
て
い
’
だ
。

　
マ
ス
コ
ミ
や
地
区
住
民
も
「
部
函
は

Ｉ
芯
巣
だ
」
「
あ
そ
こ
の
池
中
な
ら

や
り
か
ね
な
い
だ
ろ
う
」
と
い
う
部
洪

民
へ
の
予
断
と
糾
萱
屋
ぶ
し
て
い
っ

た
め
で
あ
る
。

　
そ
し
て
石
川
さ
ん
の
生
い
た
ら
を
た

ど
る
な
ら
、
幼
い
頃
か
ら
子
守
奉
公
に

や
ら
さ
れ
生
活
し
て
い
か
ね
ば
な
ら

ず
、
貧
困
の
た
め
に
学
校
へ
行
く
こ
と

さ
え
で
き
な
か
っ
た
。
青
年
嗣
に
な
っ

て
も
部
落
民
で
あ
る
が
ゆ
え
に
職
業
が

ｔ
ま
ら
ゾ
、
点
々
と
し
で
い
っ
だ
の
で

あ
る
。

　
こ
り
棟
に
、
社
会
一
般
に
普
遍
的
に

鷹
れ
て
い
る
差
別
黛
識
が
集
中
的
に
出

ン
を
か
か
け
、
百
万
人
一
名
速
成
、
数

回
に
及
ぶ
狭
山
差
別
雄
司
反
対
の
部
μ

解
放
凶
民
大
行
動
な
ど
精
力
的
な
昌
男

狭
山
市
で
中
田
善
枝
ち
ゃ
ん
穀
し
が
竺
を
総
け
て
き
た
。
そ
の
帖
巣
、
昨
年
十

生
し
た
。
真
犯
人
を
目
前
で
諏
り
導
ず

と
い
う
大
良
一
を
油
阿
ｙ
だ
警
察
は
、
権

- ･ － － . . J ● -

月
に
は
署
名
目
標
百
万
人
が
達
成
さ
れ

目
標
二
百
万
人
引
き
よ
け
の
成
東
を
な

一 一 一 一- ･ － 一 一 ･ 一 一 ㎜ 皿

　
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
よ
う
な
プ
ル
ジ

奮
ア
ジ
ー
の
・
べ
撃
に
対
し
て
断
固
と
し

た
闘
い
を
ぼ
ほ
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
’
。
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
か
責
本
に
都
合

の
Ｒ
い
Ｆ
ｙ
べ
’
の
た
め
の
道
具
で
あ
る

こ
と
ｙ
ｙ
し
、
々
心
し
て
子
供
を
生

み
育
て
ら
れ
、
未
婚
・
既
帰
を
問
わ
ず

等
し
く
子
供
に
差
別
を
許
さ
な
い
出
産

育
児
費
用
の
国
庫
負
担
の
獲
得
で
あ
り

白
ｙ
｀
一
の
肉
体
の
自
ｄ
管
理
を
奪
い
逼
す

た
め
に
政
府
に
安
全
て
確
実
な
百
訂
避

妊
法
の
研
寫
。
爾
発
を
迫
る
こ
と
で
あ

り
、
そ
れ
が
哭
一
さ
れ
て
い
な
い
と
い

う
肩
状
に
簑
い
’
ａ
中
絶
の
自
由
化
を

犀
め
さ
せ
る
こ
と
で
具
体
化
し
て
い
く

ぺ
き
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
｀

　
現
在
、
・
梗
曝
露
差
別
と
難
う
ア
ジ
ア

一
人
公
議
で
国
会
に
向
け
た
署
名
医
動

を
襄
開
し
て
い
る
が
、
わ
れ
わ
れ
、
女

柱
史
研
究
会
秘
こ
の
署
名
活
動
に
合

糞
し
、
東
洋
大
学
に
於
い
て
二
万
の
学

友
の
曹
名
を
集
め
る
ぺ
く
行
動
を
開
始

し
て
い
る
・
ず
ぺ
て
の
学
友
が
ご
あ

著
名
延
魏
に
参
加
し
、
。
力
れ
わ
れ
と
共

に
「
蔓
生
保
護
法
改
悪
峯
」
を
粉
砕
し

よ
う
て
は
な
い
か

　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
Ｍ
・
ｏ
）

　
　
　
　
一
九
七
三
五
・
一
〇

　
　
　
　
　
東
洋
大
学
女
性
史
研
究
会

－
公
害
を
告
発
す
る
会
１

　
３
月
2
0
Ｈ
水
俣
病
判
決
が
、
集
本
篇

戴
に
お
い
て
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
新
潟

水
便
病
、
四
Ｈ
市
ぜ
ん
そ
く
、
畠
山
イ

タ
イ
イ
タ
イ
病
の
各
判
決
膏
の
四
大
公

害
栽
判
の
量
掩
を
し
め
く
く
る
も
の
と

し
て
マ
ス
コ
ミ
等
は
大
々
的
に
規
り
上

げ
て
き
た
。
。

　
そ
し
て
患
者
側
り
全
面
齢
。
・
訴
と
い
っ

た
ナ
ン
セ
ン
ス
な
又
句
の
中
で
、
以
柵

の
糎
辱
奢
収
束
さ
せ
て
い
っ
た
。
し
か

レ
尊
者
家
族
と
し
て
は
、
’
旨
よ
う
な

楠
償
金
の
慨
ｉ
に
と
と
ま
る
判
決
な
ど

・
量
初
か
ら
剛
持
し
て
い
た
も
り
で
は
な

が
っ
た
。

　
三
年
九
貪
月
に
わ
た
る
水
仮
病
誠
判

闘
争
と
い
う
も
の
は
、
四
年
前
チ
フ
ソ

に
直
接
交
渉
で
闘
争
を
く
り
拡
げ
よ
う

４
し
た
患
者
を
分
断
、
抑
圧
し
た
チ
プ

ソ
に
対
す
る
唯
一
の
篇
争
手
現
だ
っ
た

の
で
あ
る
。

- ・一 一一

　
こ
れ
に
加
え
て
十
数
年
に
わ
な
る
、

チ
″
ソ
ー
権
力
と
一
体
に
な
っ
た
圧
殺

策
動
は
、
敏
ら
の
決
意
を
不
屈
の
あ
の

と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
判
決
が
出
た
嶼
慢
患
者
家
旅
が
、
沈

痛
な
面
持
て
上
京
し
、
チ
ブ
ソ
木
社
内

で
の
直
接
交
渉
を
求
め
た
の
は
、
あ
ま

り
に
も
｛
一
然
す
ぎ
る
行
為
で
あ
っ
た
４

　
そ
し
て
上
京
し
た
摩
者
家
族
四
囲
名

は
、
支
援
者
共
Ｘ
｝
名
に
見
？
り
れ
な

が
ら
、
金
ａ
尋
へ
向
っ
た
。

　
そ
の
累
上
、
患
者
家
族
は
「
金
は
い

ら
ん
、
楠
鏑
金
は
返
す
、
か
ら
だ
と
汚

れ
た
晦
を
も
と
に
し
て
一
一
一
せ
」
と
口
々

に
叫
ぷ
。
こ
の
河
東
の
中
に
あ
る
も
の

　
交
渉
で
の
患
者
の
具
体
的
要
求
は
①

生
存
者
と
麗
玖
へ
の
年
金
②
患
者
の
医

Ｗ
貧
、
介
護
手
当
辱
ゆ
全
水
俣
病
患
者

一
ｒ
Ｊ
帽
副
″
い
邸
剥

･ = - - ●- -

へ
の
最
低
判
決
顔
の
楠
臓
④
一
次
訴
訟

か
ら
分
離
さ
れ
た
３
家
族
へ
の
補
ｎ
な

a
J
p
4
1
4
j
r
9
3
1
外
は
す
べ
て
拒

否
さ
れ
、
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
具
体
的
要
求
を
し
て

い
く
な
か
で
、
チ
’
ソ
の
興
２
も
の

轟
る
寅
本
の
論
理
を
、
患
者
の
人
鱒
の

の
中
で
わ
れ
わ
れ
支
援
者
と
し
て
問
わ

れ
う
つ
あ
る
入
園
と
し
て
の
一
傭
の
存

柾
を
含
め
て
、
現
社
会
が
告
発
さ
れ
て

い
く
。

　
近
代
ブ
ル
ジ
ョ
ア
法
の
鰻
に
い
る
資

本
家
ハ
イ
エ
ナ
集
団
が
、
驚
力
的
に
患

者
家
裁
を
圧
殺
し
よ
う
と
す
る
の
も
当

然
か
も
し
れ
な
い
。

　
だ
が
こ
れ
か
ら
が
、
支
授
す
る
網
を

含
め
て
の
本
当
の
羅
争
で
あ
る
。

　
殺
人
企
一
チ
″
ソ
は
ｒ
月
詣
Ｈ
以
来

導
者
の
前
に
姿
を
見
せ
て
い
な
い
し
、

そ
れ
ば
か
り
か
５
月
５
Ｈ
に
本
社
の
｀
″

務
一
殖
を
、
ス
キ
を
ｇ
ａ
ら
か
っ
て
コ

ソ
Ｊ
ソ
持
ち
去
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ

も
廓
者
に
対
し
て
暴
力
を
振
っ
て
き
た

ゴ
ロ
ツ
キ
社
員
が
で
あ
る
。
し
か
し
水

俣
病
患
者
は
本
社
坐
り
込
み
の
Ｉ
い
に

不
退
転
の
決
戦
で
突
入
し
た
。
不
知
火

の
よ
う
に
燃
え
上
っ
た
水
俣
病
患
者
の

全
俘
花
奢
か
け
た
闘
い
は
資
本
、
微
力

に
同
け
て
断
固
続
行
し
て
い
る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
尊
者
の
漑
で
男
り

開
い
て
き
た
難
い
奢
最
後
ま
で
支
授
し

ぬ
か
ね
ぱ
な
ら
な
い
Ｉ

　
殺
人
企
業
チ
ブ
ソ
に
堅
史
の
鉄
粕
を

下
せ
。
そ
し
て
水
俣
病
患
者
の
本
社
攬

城
に
呼
応
し
命
贋
せ
よ
。

定期購読のすすめ来春卒業する諸君へ./

東洋大学新聞学会総務局ｏ歴史と革命の現実に交渉をノ

ｌ

ｆ

『

Ｉ

Ｓ

『

一

Ｉ

一

一

j7

正
、
中
央
集
権
強
化
「
貧
乏
人
４
麦
を

喰
え
」
式
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
国
東
に
対
決

す
る
姿
勢
と
し
て
麦
わ
れ
て
き
て
い

る
。
大
学
生
、
労
働
者
に
圧
倒
的
に
支

持
さ
れ
、
徴
兵
制
に
直
接
関
係
の
な
。
い

友
子
高
校
生
が
数
多
く
ス
ト
や
デ
モ
に

参
釦
し
て
い
る
こ
と
が
そ
句
あ
ら
わ
れ

だ
と
い
え
る
。

　
ま
た
こ
の
葦
動
か
急
知
に
・
Ｅ
一
枚
生
を

中
心
に
払
が
っ
た
の
は
、
政
治
的
、
経

済
的
動
揺
を
き
た
し
て
い
る
資
本
主
義

国
家
が
学
生
の
友
翼
に
対
す
る
播
近
を

恐
れ
、
あ
る
い
は
革
自
民
に
対
す
る
弾

延
の
機
関
と
し
て
軍
隊
を
強
化
し
よ
う

と
す
る
も
く
ろ
み
を
Ｍ
校
生
の
利
害
に

入
り
こ
ん
だ
問
屋
で
あ
る
以
上
に
ブ
ル

ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
支
配
構
造
の
偉
化
、
再

編
が
４
校
ま
に
’
意
識
的
に
感
じ
と
れ
る

と
こ
ろ
ま
で
曾
て
い
る
と
も
い
え
る
。

し
た
。
ま
た
狭
山
事
件
は
教
育
団
体
、
１
１
‐

i
l
働
組
合
團
掘
に
も
、
よ
う
や
く
浸
透
‐

し
は
じ
め
、
解
放
闘
争
の
大
き
な
支
｝
一
寸

と
な
っ
て
き
た
。

　
そ
の
反
面
、
茫
恥
畝
運
動
が
広
範

に
４
ま
れ
ぱ
高
ま
る
ほ
ど
、
差
別
事
作

か
多
数
業
況
さ
れ
て
き
て
い
る
。
　
　
・

　
埼
玉
県
に
お
い
て
は
、
昨
年
に
二
件

の
砧
婚
差
別
丿
件
が
お
こ
り
、
今
年
は

す
で
に
上
尾
結
婚
差
別
事
件
が
お
こ
っ

・
て
い
9
6
S
j
e
‘
y

4
校
に
お
け
る

差
別
事
件
、
行
政
差
別
は
日
常
￥
飯
事

の
よ
う
に
お
き
て
い
る
。

　
こ
れ
は
、
日
常
生
活
の
申
で
伝
統
と

教
育
の
力
に
よ
っ
て
、
自
Ｕ
が
�
識
す

’
る
と
し
な
い
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
空
気

を
吸
う
よ
う
に
一
般
市
民
の
意
識
の
申

に
入
り
こ
ん
で
い
る
、
部
落
民
に
対
す

る
社
会
奪
凛
と
し
て
の
濠
別
観
念
が
匡

泌
的
世
論
と
し
て
盛
り
あ
が
り
つ
つ
あ

る
部
μ
解
放
闘
争
に
よ
っ
て
、
自
心
意

　
五
月
二
害
一
日
、
解
放
同
盟
埼
玉
県

‘
て
き
た
典
型
的
な
も
の
が
狭
山
ボ
件
で
Ｉ
‘
扱
の
申
に
明
酸
化
さ
れ
る
た
め
に
、
お

巡
主
匍
で
石
川
青
年
斌
捕
十
周
年
弾
尹
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
‐
‐
き
る
の
で
あ
る
。
部
憑
草
解
放
の
召

9
1
が
こ
時
か
ら
大
宮
の
同
和
セ
ン
▽
こ
の
十
年
筒
、
限
μ
解
放
同
似
は
工
政
則
の
必
然
的
嘔
黛
と
し
で
刄
な
け
れ

「
狭
山
差
別
載
判
取
り
断
し
」
「
無
実
ぼ
な
ら
な
い
。

の
石
川
膏
年
即
時
釈
放
」
の
ス
ロ
・
・
’
・
ガ
ー
　
部
蒋
解
放
同
Ｉ
の
剽
？
的
な
運
動
に

対
し
て
、
部
落
外
部
に
お
け
る
解
放
闘

争
は
、
狭
山
差
別
政
利
に
の
み
依
存
す

る
鯛
肖
が
資
く
、
実
際
に
井
波
４
等
緋

I ･ ･ I - - = ■ ･ － ¬ 四 ¶ ４ 騨 ･ M - 一 一 一 一 一 一

利
艮
が
退
官
し
て
か
ら
、
寺
尾
新
体
制
・

が
築
き
あ
げ
ら
れ
る
ま
で
の
半
年
鴫
の

運
動
は
低
葦
状
態
に
め
づ
弓

一 一 －

　
狭
山
事
件
が
、
他
の
差
別
事
件
の
問

曙
性
の
多
く
を
抱
え
て
い
る
点
か
ら
も

現
実
的
な
″
死
刑
″
判
決
と
い
う
向
題

か
ら
も
、
闘
争
の
中
心
と
な
る
べ
き
で

は
あ
る
が
、
集
約
点
と
な
っ
て
は
な
ら

な
い
。

　
日
常
的
な
差
別
言
辞
の
一
君
一
句
に

靫
部
落
民
の
死
活
が
か
か
っ
て
く
る

の
で
あ
る
。

　
寺
尾
折
敷
判
長
の
も
と
で
輯
行
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
る
、
九
月
以
降
に
な
る

で
あ
ろ
う
第
二
審
公
判
を
闘
争
の
中
軸

と
し
て
、
恒
常
的
な
運
動
を
展
開
し
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
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第７５０号
聞新学大洋東昭和４８年(79刀年)５月ｌｅ日ぐ３）

　
イ
タ
リ
ア
・
ド
イ
ツ
に
生
起
し
た
フ
ァ
シ
ズ
ム
は
、
近
代
資
本
主
義
の

政
治
的
経
済
的
危
機
が
増
大
し
、
尖
鋭
化
し
た
段
階
で
の
大
業
の
不
満

と
情
動
化
か
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
へ
の
志
向
を
め
ざ
す
だ
け
で
は
な

く
、
必
要
な
主
体
的
条
件
さ
え
整
え
ば
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
出
現
を
実
際

的
可
能
に
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
を
証
明
し
た
。
近
年
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
再

評
価
の
横
策
が
活
発
化
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
対

す
る
誤
ま
っ
た
評
価
や
規
定
が
数
多
く
み
ら
れ
る
。
本
文
は
こ
の
誤
っ

た
フ
ァ
シ
ズ
ム
論
を
追
求
し
、
ド
ィ
ツ
革
命
の
敗
北
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
の

勝
利
と
の
関
係
灸
明
確
に
提
起
し
て
い
き
た
い
。
（
編
集
局
企
画
部
）
’

五
　
ド
イ
ツ
の
社
会
学
者
Ｅ
・
レ
ー
デ
ラ

ー
は
か
れ
の
著
書
『
大
乗
の
国
家
』
の

中
で
「
ナ
チ
党
は
は
じ
め
か
ら
群
衆
を

表
現
す
る
も
の
」
で
あ
り
「
群
衆
の
独

裁
の
国
家
」
と
し
て
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
は

木
質
上
、
中
産
階
級
の
党
で
も
な
け
れ

ば
、
ま
し
て
独
占
資
本
の
政
治
的
別
動

隊
で
も
な
く
、
そ
の
階
絞
的
本
質
に
お

い
て
「
超
階
糎
的
・
超
階
級
的
」
な
も

の
で
あ
る
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
位
置
づ
け

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
フ
ァ
シ
ズ
ム
を

超
階
級
的
な
も
の
と
す
る
考
え
は
、
ヒ

フ
ト
ラ
ー
・
ナ
チ
ス
の
最
終
的
な
構
成

体
が
下
握
中
産
階
畿
、
一
部
の
ブ
ル
ジ

ョ
ア
ジ
ー
だ
け
で
な
く
広
範
な
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
ー
ト
を
も
一
構
成
部
分
と
し
た

と
い
う
事
実
と
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
は
下
か

ら
の
大
衆
運
動
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

に
依
拠
し
て
い
る
。

ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
、
自
た
ち
が
獲
得
し
て

い
っ
た
経
済
的
基
盤
、
社
会
制
度
を
た

よ
り
都
市
と
農
村
の
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ

ー
か
ら
支
持
を
え
な
い
限
り
、
お
の
れ

の
権
力
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
で
き

な
い
。
そ
し
て
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の

仲
介
に
よ
っ
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と

の
一
定
の
相
関
関
係
を
確
立
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
「
社
会
民
主

主
義
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
い
う
政
治
的
に

は
相
対
立
し
あ
う
二
つ
の
形
態
も
、
歴

史
的
に
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
支
配
階
級
の
危

攬
の
度
合
に
応
じ
て
、
ブ
ル
ジ
’
ア
休

剔
を
さ
さ
え
る
支
柱
」
（
ト
ロ
ッ
キ
ー

　
「
社
会
フ
ァ
シ
ズ
ム
論
批
判
」
）
と
し

て
あ
る
。

　
支
配
階
級
が
奘
罠
主
主
義
か
フ
ァ

シ
ズ
ム
の
と
ち
ら
か
を
社
会
危
機
の
回

避
に
使
用
す
る
か
と
い
う
問
題
に
対
し

独
占
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
内
部
て
の
対
立

に
よ
り
、
支
配
階
級
は
そ
れ
が
す
い
弱

す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
動
揺
し
分
裂
す
る

の
で
あ
る
。
社
会
民
主
主
義
に
た
よ
る

こ
と
は
不
安
定
性
と
舞
金
問
題
、
社
会

保
障
の
出
費
に
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
使
用

す
る
こ
と
は
情
勢
に
適
応
し
な
い
上
、

余
り
に
多
く
の
危
検
を
伴
な
う
。

　
で
は
果
し
て
フ
ァ
シ
ズ
ム
。
は
「
超
階
　
こ
の
よ
う
な
範
乱
の
申
Ｋ
お
い
て
、

鰍
的
」
な
も
の
で
あ
り
、
広
範
な
大
衆
真
の
華
命
党
の
ひ
き
い
る
プ
ロ
レ
タ
リ

を
中
心
と
し
た
「
情
念
の
復
権
」
で
あ
ア
革
命
の
勝
利
が
ブ
ル
ジ
ョ
ア
技
占

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
実
際
に
は
こ
の
よ
を
、
そ
の
権
力
の
座
か
ら
引
き
ず
り
降

う
に
政
治
力
学
的
竃
深
を
背
景
と
す
る
’
す
こ
と
の
な
い
か
ぎ
り
、
そ
れ
に
対
抗

こ
と
な
く
、
そ
し
て
独
占
ブ
ル
ジ
ョ
ア
す
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
が
政
治
権
力
を
把
握

ジ
ー
と
の
関
係
を
陰
ペ
イ
し
て
フ
ァ
シ
す
る
の
で
あ
る
。

ズ
ム
を
分
析
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
　
憤
り
と
僧
悪
に
み
ち
た
小
プ
ル
ジ
ョ

で

あ

る

。

゛

　

帝

国

主

義

本

国

に

お

い

て

政

治

的

経

済

的

危

機

が

増

大

し

尖

鋭

化

し

た

段

階

に

い

た

っ

て

は

、

支

配

階

級

は

改

良

主

義

的

労

働

者

官

僚

Ｕ

社

公

民

主

主

義

者

の

政

府

（

あ

る

い

は

ブ

ル

ジ

ョ

ア

党

と

社

民

と

の

柊

政

府

）

を

動

員

す

る

こ

と

に

よ

り

、

大

衆

の

不

一

と

政

治

活

動

を

分

流

叱

さ

せ

、

自

ら

屹

壁

必

し

よ

う

と

す

る

。

こ

の

よ

う

な

条

作

の

も

と

で

、

独

占

の

経

済

羨

満

は

も

と

の

順

調

な

状

涵

に

転

換

し

、

ブ

ル

ジ

ョ

ア

政

治

権

力

も

睨

旨

強

化

さ

れ

て

い

く

。

そ

の

こ

ろ

に

な

る

と

社

会

瑶

王

主

義

・ Ｕ

似

も

政

吋

牲

刀

か

ら

『

‐

だ

さ

れ

る

の

で

あ

る

。

も

と

も

と

峠

石

筆

主

義

と

は

「

世

界

帝

国

主

義

の

支

配

体

系

の

一

環

」

（

ト

ロ

フ

キ

ー

）

に

ほ

か

な

ら

な

い

ｃ

こ

う

し

た

ｕ

程

は

一

九

一

八

￥

以

来

の

数

年

０

ド

イ

ツ

に

雌

澗

詞

に

友

わ

れ

で

い

た

。

　

し

か

し

こ

の

よ

う

な

に

に

昌

ｎ

場

に

よ

っ

て

も

ブ

ロ

レ

タ

リ

ア

ー

ト

の

革

命

言

建

白

一

匹

に

ご

一

応

恍

に

う

が

危

授

に

頷

す

る

と

、

支

ご

哭

は

フ

ァ

シ

不

…

…

…

。

一

。

一

一

・

『

‘

・

。

一

一

。

一

Ｊ

’

』

’

・

に

ｌ

一

Ｊ

ｆ‐ １

。・

’

に

１

‐

： １

】

｝

べ

・

｝

い

ｙ

。

一

宍

『

を

玉

す

る

煙

了

ぶ

ク

に

フ

ァ

シ

ズ

ム

と

は

。

で

呉

汁

禁

ブ

ル

ジ

Ｊ

ア

ニ

…

…

…

一

・

’

。

ゝ

一

一

』

。

一

１ １

一

１ ‐

1

‐

1

ぃ

‘

」

一

‘

‐

‐

。

‘

－

’

］

・

】

ヽ

は

、

孜

ズ
・
犬
上
一
・
づ
…
…
一
…
…
・
レ
…
…
ｙ
。

　
ド
二
万
ド
ド
ふ
こ
…
…
…
・
・
’
一

」
‐ ‐

・
ヽ
・
‘

ア
ジ
ー
に
背
負
わ
れ
て
権
力
の
座
に
つ

い
た
フ
ァ
シ
ズ
ム
も
結
局
、
こ
れ
ら
中

産
階
級
の
娠
愉
に
全
く
こ
と
な

っ
た
階

級
に
よ
っ
て
、
そ
の
階
級
自
身
の
利
益

の
た
め
に
勁
く
欧
治
に
利
用
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
独
占
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
自
身

そ
の
財
力
に
よ
っ
て
ヒ
″
ト
ラ
ー
を
支

持
し
て
き
た
と
し
て
も
自
て
の
己
と
は

け
し
て
見
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
が
、

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
へ
の
恐
怖
に
対
し

て
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
自
己
の
延
命
を
託

し
た
の
で
あ
る
。

　
ヒ
ツ
ト
ラ
ー
が
国
家
社
会
主
義
の
中

で
主
張
し
た
「
基
幹
産
業
の
国
有
叱
の

約
束
」
も
「
不
当
な
判
詞
の
肩
琢
」
も

鯖
り
ツ
こ
こ
ろ
渠
す
こ
と
は
な
か
っ
た

し
、
ヒ
ツ
ト
ラ
ー
・
ナ
チ
ス
は
種
々
の

サ
ポ
タ
ー
ジ
ュ
を
試
み
な
が
ら
浹
占
ブ

ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
共
同
歩
調
を
と
っ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

統
一
戦
線
問
題
に

お
け
る
ス
タ
ー
リ

ン
の
ジ
グ
ザ
グ

い
う
二
つ
の
前
衛
相
互
間
の
能
力
の
優
だ
。
こ
の
理
論
に
よ
り
、
当
時
の
Ｊ
ミ

劣
と
い
う
問
竃
に
と
ど
ま
ら
ず
、
社
会
ン
テ
ル
ン
の
方
針
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
そ
の

革
命
の
基
盤
そ
の
も
の
か
ら
し
て
マ
ル
も
の
よ
り
も
、
む
し
ろ
そ
の
「
穏
和
な

キ
シ
ズ
ム
に
お
け
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
一
翼
」
と
み
る
社
会
民
主
主
義
に
「
主

命
主
義
の
実
践
的
な
行
き
づ
ま
り
」
　
要
打
撃
」
を
与
え
よ
と
い
っ
た
方
針
を

（
同
右
）
が
一
一
‘
一
明
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
っ
て
い
た
。

か
。
答
え
は
だ
ん
じ
て
否
で
あ
る
。
　
　
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
は
一
九
二
九
年
頃
か

　
一
九
三
〇
年
代
の
ド
イ
ツ
に
お
い
て
ら
、
資
本
主
義
の
「
相
対
的
安
定
」
が

ファシズム革命はマノレキシズムの

実践的破産だったか

は
ま
さ
に
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
の
勝

利
か
あ
る
い
は

‐
７
ァ
シ
ズ
ム
の
権
力
獲

得
に
よ
る
究
極
的
に
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
休

舗
の
椎
持
か
と
い
う
状
環
に
進
し
て
い

た
。
し
か
し
、
そ
の
ド
イ
ツ
革
命
を
敗

北
に
終
ら
せ
た
も
っ
と
も
主
要
な
原
因

は
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
Ｊ
ミ
ニ
テ
ル
ン
ー

ド
イ
ツ
共
産
党
の
戦
略
・
戦
術
土
の
誤

謬
に
あ
る
。
「
ス
タ
ー
リ
ン
の
咬
策
が

ヒ
フ
ト
ラ
ー
の
勝
利
に
対
し
て
、
ヒ
ト

ラ
ー
自
身
の
政
策
そ
の
も
の
よ
り
も
も

っ
と
大
き
く
寄
与
し
た
」
（
ト
リ
フ
キ

ー
「
転
塵
削
に
た
つ
フ
ラ
ン
ス
」
）
。

　
社
公
・
掻
玉
主
４
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
同

一
視
し
て
し
ま
っ
た
ス
タ
ー
リ
ン
の

「
社
会
フ
ァ
シ
ズ
ム
ａ
」
が
ま
さ
に
こ

の
ｑ
Ｍ
、
環
池
上
の
誤
謬
０
体
型
を
な

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
「
フ
ァ
シ
ズ
ム

は
社
公
尽
圭
一
義
０
瞬
一
同
な
支
持
に

立
脚
す
る
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
慨
一

旧
丿
苔
ゐ
る
。
社
公
民
主
呑
含
丿

程
同
こ
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
。
む
扁
な
一
翼

M
9
'
(
r
l

‐
‐
‐
‐
‐
‐
'
J
4
:
'
g
･
S
I
!
1
¥
a

し
や
３
で
は
な
く
補
足
し
あ
っ
て
い

る
。
そ
れ
怯
ウ
ー
の
・
も
の
Ｉ
’
・
ヽ
は
な
く

双
主
％
九
る
。
」
（
ス
タ
ー
リ
ン

　
「
ス
タ
ー
リ
ン
忿
汲
硲
ぺ
き
」
）
ｏ
ス

一
　
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
。

一
ト
ロ
ツ
キ
ー
ー
ー
ー

「
訓
。
目
。
。
剖
－

く
ず
れ
る
「
第
三
削
」
と
見
て
、
そ
の

時
明
は
世
界
中
で
の
「
嵐
の
如
き
革
命
・

的
高
揚
」
の
時
で
そ
し
て
同
時
に
ブ
ル

ジ
ョ
ア
国
家
機
構
は
フ
ァ
シ
ョ
叱
し
、

そ
れ
を
さ
さ
え
る
社
会
民
主
主
義
も
フ

ァ
シ
ョ
化
し
て
「
社
会
の
フ
ァ
シ
ズ

ム
」
に
な
る
と
い
う
Ｕ
一
歳
を
も
っ
て
い

た
。

　
ま
た
Ｊ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
テ
ー
ル
マ
ン

の
ド
イ
ツ
共
産
党
は
ナ
チ
ズ
ム
の
躍
進

を
き
わ
め
て
過
小
に
評
価
し
「
フ
ァ
シ

ズ
ム
が
・
最
初
に
攻
撃
を
し
か
け
て
く
れ

ば
、
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
利
益
で
あ

る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
全
労
働
酉
階
級
が

共
産
主
義
者
の
周
囲
に
結
集
す
る
だ
ろ

う
」
と
い
う
フ
ァ
シ
ズ
ム
過
小
評
価
論

が
社
会
フ
ァ
シ
ズ
ム
論
的
政
策
を
あ
く

ま
で
推
進
し
て
い
き
、
ヒ
ク
ト
ラ
ー
ナ

チ
ズ
ム
独
裁
政
権
の
一
立
を
許
し
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ト
ロ
ｙ
キ
ー
は
こ
の
よ
う
な
ス
タ
ー

リ
ン
の
誤
ま
っ
た
戦
賂
、
戦
術
に
対
し

　
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
が
社
会
民
主
主
義
に
支

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
が

ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
・
磯
回
一
級
で
あ
る
こ
と

な
と
は
貨
く
正
し
い
し
、
一
拍
の
こ
と

で
あ
る
。
し
か
し
そ
こ
か
ら
結
論
で
き

る
い
は
、
。
た
だ
社
公
民
ｔ
£
義
も
フ
フ

シ
ズ
ム
も
、
と
も
に
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー

　
の
道
具
で
あ
る
だ
け
」
と
社
会
フ
ァ
シ

　
ズ
ム
論
を
批
判
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
社
民
と
の

　
統
一
戦
線
に
お
け
る
「
下
か
ら
の
み
の

　
統
一
戦
線
」
ま
た
は
『
社
会
民
主
主
義

　
的
指
導
部
に
反
対
す
る
統
一
戦
線
』
に

　
の
み
制
限
さ
せ
た
こ
と
に
反
対
し
「
社

　
・
共
の
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
統
一
戦
線
の
形

成
」
を
さ
け
ん
だ
。
こ
の
よ
う
に
ト
ロ

ッ
キ
ー
が
主
張
す
る
よ
う
に
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
革
命
か
フ
ァ
シ
ズ
ム
鞠
戟
か
と
い

　
っ
た
内
乱
期
に
は
共
産
党
は
襲
罠
主

　
党
と
の
統
一
戦
線
戦
術
を
も
っ
て
プ
ロ

　
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
多
数
を
革
命
の
側
に

　
結
集
す
る
こ
と
、
そ
れ
を
通
じ
て
ド
イ

　
ツ
全
・
工
に
渡
る
武
装
蜂
起
に
接
近
す
る

　
こ
と
に
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
レ
ー
ニ

　
ン
は
、
そ
の
「
共
産
主
義
の
左
翼
小
児

　
病
」
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い

　
る
。

　
　
「
国
際
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
を
打
ち
舞

　
す
た
め
の
戦
争
を
す
る
に
あ
た
っ
て
、

　
す
な
わ
ち
鳴
家
圓
の
普
通
の
戦
争
の
う

　
ち
の
も
っ
と
も
困
難
な
戦
争
よ
り
も
百

　
倍
も
困
難
で
、
長
期
に
わ
た
り
、
複
雑

・
’
な
戦
争
を
す
る
に
あ
た
っ
て
、
迂
回
政

　
策
を
と
る
こ
と
、
敵
の
圓
の
利
害
の

　
対
立
（
た
と
え
一
時
的
な
も
の
で
も
）

　
を
利
用
す
る
こ
と
、
可
能
な
同
賢
者

　
（
た
と
え
一
時
的
な
、
確
実
で
な
い
、

　
ぐ
ら
ぐ
ら
し
た
、
条
件
つ
き
の
も
の
で

　
も
）
と
協
屑
し
妥
協
す
る
こ
と
を
、
ま

　
え
も
っ
て
拒
絶
す
る
の
は
糾
稽
至
極
な

　
こ
と
て
は
な
い
か
？
」

　
一
九
三
〇
年
以
優
に
お
け
る
、
ド
イ

ツ
の
経
済
的
政
治
的
危
機
の
段
階
に
お

い
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
を
推
進
さ

せ
る
主
休
と
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
共
産

党
下
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
ば
か
り
で

な
く
、
社
命
民
主
党
下
の
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
ー
ト
も
大
量
に
ナ
チ
ス
党
に
流
入
し

て
い
っ
た
。
「
一
部
の
人
々
は
な
ん
ら

強
力
な
抵
抗
を
な
す
こ
と
な
く
、
し
か

し
ま
た
ナ
チ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
政
治

的
実
践
の
賛
美
者
に
な
る
こ
と
も
な
く

ナ
チ
政
権
に
扁
服
し
た
の
で
あ
る
」
。

「
他
の
一
部
の
人
々
は
新
し
い
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
に
深
く
蓋
き
ゲ
け
ら
れ
ヽ
そ
の

主
Ｉ
だ
ち
に
狂
信
的
に
結
び
つ
い

た
」
（
エ
ー
リ
タ
ヒ
・
フ
ロ
ム
「
自
由

か
ら
の
逃
走
」
）
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト

の
ナ
チ
ズ
ム
ヘ
の
浸
透
を
ア
メ
リ
カ
の

社
公
心
理
学
者
フ
ロ
ム
は
、
こ
の
よ
う

に
説
明
し
て
い
る
。

　
ド
イ
ツ
の
大
部
分
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

ー
ト
が
ナ
チ
ズ
ム
に
対
し
て
、
そ
の
当

初
か
ら
、
齢
λ
ず
敵
意
を
い
だ
き
あ
る

時
期
に
は
ナ
チ
ス
と
は
武
力
衝
突
を
行

な
っ
て
い
た
。
か
れ
ら
は
第
一
次
世
界

大
戦
慢
に
お
け
る
ド
イ
ツ
国
内
の
危
機

に
対
し
て
あ
き
ら
か
に
自
ら
の
階
級
の

組
織
を
も
っ
て
し
て
社
会
主
義
革
命
の

達
成
に
希
望
を
い
だ
い
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
が
こ
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級

の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
に
対
す
る
志
向

も
、
一
九
一
八
年
の
ベ
ル
リ
ン
を
始
め

と
す
る
主
要
都
市
で
、
百
万
の
労
働
者

が
政
治
的
大
衆
ス
ト
ラ
イ
キ
に
立
ち
上

　
こ
の
統
一
轍
練
と
正
反
対
な
こ
と
を
が
っ
た
の
を
き
っ
か
け
と
し
た
二
重
権

や
っ
た
ス
タ
ー
リ
ン
貳
は
、
社
民
主
賀
状
力
勢
を
創
出
さ
せ
た
革
命
に
お
け
る

打
撃
を
醍
醐
し
た
だ
け
で
な
く
、
時
に
最
初
の
勝
利
の
後
、
労
働
者
階
艇
は
敗

は
ナ
チ
党
と
の
反
社
民
的
統
一
戦
線
す

ら
形
成
し
た
の
で
あ
る
。

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー

’
・
・
の
動
揺
と
フ
ア

シ
ズ
ム
ヘ
の
浸
透

北
の
不
断
の
垣
統
に
直
面
心
、
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
革
命
の
希
望
と
期
待
は
日
増
に

失
望
へ
と
傾
斜
し
て
い
っ
た
の
で
あ

る
。
一
九
一
八
年
か
ら
は
社
民
官
似
に

よ
っ
て
、
一
九
二
三
年
以
降
は
コ
ミ
ン

テ
ル
ン
ー
ド
イ
ツ
共
産
党
と
社
民
官
僚

の
合
作
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
革
命
は
敗
北

を
か
さ
ね
、
そ
の
結
果
、
「
あ
き
ら
め

痩
男
、
指
導
者
へ
の
不
信
、
す
ぺ
て
の

政
治
的
組
織
・
攻
治
的
活
動
の
価
値
に

つ
い
て
の
懐
疑
、
無
気
力
」
（
エ
ー
リ

フ
ヒ
・
フ
ロ
ム
「
自
由
か
ら
の
逃
走
」
）

を
労
働
者
階
級
は
将
た
だ
け
だ
っ
た
。

　
一
九
三
一
年
中
だ
け
で
も
、
ド
イ
ツ

共
産
党
は
二
十
一
万
人
の
新
入
党
酒
が

あ
っ
た
が
、
同
時
に
九
万
五
千
人
と
い

う
大
量
の
脱
党
者
を
出
し
、
こ
の
大
嵐

の
脱
党
者
の
多
く
は
こ
ぞ
っ
て
ナ
チ
ズ

ム
に
流
人
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。圓

　
ナ
チ
ズ
ム
を
狂
Ｕ
的
に
支
持
し
た
階

徴
と
し
て
、
下
醵
中
産
階
級
が
あ
９

た
。
小
さ
な
商
店
主
、
尚
人
、
ホ
ワ
イ

ト
・
カ
ラ
ー
竹
働
者
な
ど
、
こ
れ
ら
は

ナ
チ
ズ
ム
の
蚊
６
的
殖
盤
の
中
核
で
あ

ゥ
だ
。
ナ
チ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
な
ぜ

下
層
中
産
階
級
に
共
感
を
呼
ぴ
起
し
た

か
と
い
う
問
題
の
答
え
は
下
層
中
産
階

級
の
社
会
的
性
格
の
う
ち
に
求
め
ら
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
大
戦
後
に
お
い
て
下
層
中
産
階
級
の

状
態
は
大
き
く
変
化
し
た
。
か
れ
ら
の

拝
済
的
衰
赳
に
は
著
し
い
も
の
が
あ

り
、
そ
れ
は
一
九
二
三
年
に
頂
点
に
逮

し
た
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
促

進
さ
れ
、
さ
ら
に
一
九
二
八
年
以
浸
の

不
況
に
よ
り
大
打
撃
を
受
け
た
の
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
経
済
的
要
因
が
、
中
産

階
級
の
不
安
と
憤
怒
を
増
大
さ
せ
た
の

で
は
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
か
れ
ら
の

心
理
的
要
因
に
も
、
も
と
め
ら
れ
る
こ

と
が
で
き
る
。
フ
ロ
ム
は
こ
れ
を
「
敗

戦
と
君
主
制
の
崩
壊
」
が
そ
の
ひ
と
つ

で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
心
理
的
に
い

っ
て
か
れ
ら
の
在
存
を
さ
さ
え
る
も
の

と
し
て
の
君
主
制
が
崩
壊
し
、
国
家
が

そ
の
形
態
を
変
更
し
た
自
体
、
か
れ
ら

と
し
て
は
、
い
っ
た
い
な
に
を
Ｕ
頼
し

て
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
。

　
中
産
階
級
に
歴
史
を
通
じ
て
典
型
的

な
そ
の
性
格
「
強
者
へ
の
愛
、
弱
者
に

対
す
る
嫌
要
、
小
心
、
敵
残
金
に
つ

い
て
も
感
貨
に
つ
い
て
も
け
ち
く
さ
い

こ
と
、
そ
し
て
本
質
的
に
は
禁
欲
主
義

で
あ
る
こ
と
」
（
エ
ー
リ
ブ
ヒ
・
フ
ロ

ム
「
自
由
か
ら
の
逃
に
」
）
こ
う
し
た

か
れ
ら
の
心
理
的
要
因
が
、
ま
さ
に
危

機
に
麟
ん
し
て
い
た
と
こ
ろ
の
経
済
的

要
因
と
結
び
つ
い
て
、
下
履
中
産
階
級

の
動
揺
は
は
か
り
し
れ
な
い
も
の
が
あ

ウ
た
。
か
れ
ら
は
自
分
た
ち
を
放
っ
て

く
れ
る
そ
う
い
っ
た
カ
リ
ス
マ
型
指
導

者
を
特
ち
の
ぞ
ん
で
い
た
。

　
ヴ
エ
ル
サ
イ
ユ
条
約
に
対
す
る
憤

り
、
ユ
ダ
ヤ
民
族
に
対
す
る
敵
対
心
、

共
産
主
義
者
に
対
す
る
不
信
と
恐
怖
か

深
く
根
ざ
し
て
い
た
と
こ
ろ
の
か
れ
ら

を
し
て
、
ま
さ
に
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
ナ
チ
ズ

ム
の
出
現
こ
そ
か
れ
ら
に
と
っ
て
、
そ

の
指
導
者
１
救
世
主
と
し
て
充
分
に
迎

え
入
れ
ら
れ
る
も
の
旁
も
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。

　
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
独
立
し
た
一

つ
の
政
策
も
前
衛
的
党
派
運
動
も
持
て

な
い
た
め
に
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
か
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
か
を
迦
ぷ
道
以
外
に

は
な
に
も
な
い
。
資
本
主
義
の
上
昇
荊

９
定
則
に
は
種
々
な
不
満
を
含
み
な
が

ら
も
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
と
も
に
歩
み

統
け
る
。
け
れ
と
も
資
本
主
義
の
危
機

的
段
階
で
は
、
か
れ
ら
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア

ジ
ー
に
不
Ｕ
を
い
だ
き
、
分
裂
、
分
離

を
試
ろ
み
る
。
こ
の
時
、
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
革
命
を
推
遡
す
ぺ
き
真
の
革
命
党
の

存
在
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
・
ト
が
、
そ
の

行
動
に
対
す
る
確
信
、
敵
に
対
す
る
巧

妙
な
攻
撃
、
そ
の
革
命
的
政
策
の
成
功

を
持
っ
て
、
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
に
新

し
い
道
に
向
っ
て
社
会
を
導
い
て
ゆ
く

一
力
が
あ
る
と
信
念
を
抱
か
せ
れ
ぱ
小

ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー

ト
の
側
に
つ
く
の
で
あ
る
。
し
か
し
高

ま
る
社
会
危
畿
と
階
級
闘
争
の
申
で
、

革
命
的
党
が
も
し
そ
れ
ら
の
条
件
を
も

ち
え
ず
、
動
錨
し
、
範
乱
を
か
さ
ね
れ

ば
、
そ
の
時
、
小
プ
ル
ジ
’
ア
ジ
ー
Ｕ

忍
耐
力
を
火
い
、
プ
Ｊ
レ
タ
リ
ア
ー
ト

か
ら
離
反
し
、
お
の
れ
の
慢
悪
と
絶
望

と
不
安
の
打
開
を
フ
フ
シ
ズ
ム
に
も
と

め
る
。
　
　
’

　
ナ
チ
党
の
政
権
警
句
ま
で
の
過
程
は

け
っ
し
て
蒼
命
ず
け
ら
れ
た
も
の
で
は

な
か
っ
た
。
　
’

　
一
九
二
八
年
五
月
の
国
会
居
挙
に
お

け
る
議
員
｀
Ｊ
適
者
散
は
以
下
の
と
お
り

作
ヽ
あ
る
。

　
社
会
民
主
具
‐
一
双
０
人

　
共
産
党
一
五
四
人

　
ナ
チ
ス
党
一
十
二
人

こ
れ
が
一
九
Ξ
二
年
七
月
０
阿
一
泡
季

で
は
　
社
公
民
主
党
！
一
言
人
　
″

　
共
産
党
－
八
九
入

　
ナ
チ
ス
党
－
二
三
〇
入

　
こ
の
圓
の
状
況
は
社
会
民
主
党
の
減

少
、
共
産
党
の
増
加
、
ナ
チ
ス
党
の
大

東
進
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
一
九
三
二
年
十
一
月
の
選

挙
で
、
異
変
が
生
じ
た
。

　
社
会
民
主
党
一
一
二
Ｉ
人

　
共
産
党
－
一
只
）
人

　
ナ
チ
ス
党
一
九
六
人

　
こ
れ
ま
で
選
挙
ご
と
に
勢
力
を
増
し

て
き
た
ナ
チ
党
が
一
挙
に
二
〇
〇
万
票

を
失
な
い
、
大
き
く
後
退
し
た
こ
と
、

も
う
ひ
と
つ
は
共
産
党
が
社
会
民
主
党

の
奈
を
奪
っ
て
、
議
席
が
Ｉ
（
い
○
人
台

に
到
達
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
ナ
チ
党
の
中
に
は
、
こ
の
よ
う
に
共

産
党
の
躍
進
と
総
選
挙
の
失
敗
に
対
し

て
将
来
に
つ
い
て
の
暗
い
不
安
が
た
ち

こ
め
た
。
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
総
理
大
臣
任

命
は
実
現
せ
ず
、
一
九
三
二
年
末
に
は

明
ら
か
に
ナ
チ
ス
党
は
危
機
の
直
面
に

際
し
て
い
た
。

　
こ
の
こ
と
は
支
配
断
続
内
部
の
対
立

と
狼
狽
が
、
ナ
チ
党
に
対
す
る
支
配
階

穀
の
方
針
一
到
を
妨
げ
て
い
た
か
ら
で

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
ナ
チ
党
を
政
府
に

加
え
る
こ
と
に
、
支
配
階
穀
が
反
対
し

た
か
ら
で
は
な
い
。
よ
う
す
る
に
ナ
チ

党
の
政
府
参
加
が
実
現
し
な
か
っ
た
の

は
、
そ
の
形
式
や
程
度
に
つ
い
て
支
配

葡
級
内
部
に
意
見
の
対
立
が
あ
っ
た
に

ほ
か
な
ら
な
い
。
し
か
し
こ
の
ナ
チ
党

の
匙
機
の
局
面
が
到
来
し
た
が
ゆ
え
に

支
配
階
級
自
身
に
決
断
が
せ
ま
ら
れ
一

最
終
的
に
ナ
チ
党
を
政
権
に
つ
か
せ
る

と
い
う
こ
と
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
。

　
ド
イ
ツ
の
支
配
階
級
は
ヒ
フ
ト
ラ
ー

の
運
動
を
死
な
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な

か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ド
イ
ツ
共
産
党
の

影
響
力
は
日
増
し
に
の
ぴ
、
ナ
チ
ズ
ム

の
死
は
そ
の
支
性
者
、
追
従
者
を
共
産

覚
暉
営
に
押
し
や
る
こ
と
に
な
る
か
ら

で
あ
る
。

　
ド
イ
ツ
に
お
け
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
勝

利
を
、
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
は
．
ｉ
済
状

態
の
う
ち
に
で
は
な
く
、
人
間
の
魂
の

う
ち
に
」
見
い
…
ｍ
さ
れ
「
一
し
く
償
い

自
尊
心
、
残
虐
の
歓
ひ
、
神
経
Ｉ
的
な

分
裂
－
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
こ
そ
フ
ァ
シ

ズ
ム
は
説
明
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
ヴ

ヱ
ル
サ
イ
ユ
条
約
や
ド
イ
ツ
共
和
国
の

無
力
に
よ
っ
て
説
明
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
」
と
迷
ぺ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
心

理
的
要
因
を
強
肩
す
る
こ
と
に
よ
り
、

明
ら
か
に
政
治
的
経
済
的
を
無
視
し
て

し
ま
う
と
い
う
誤
り
か
ら
発
生
し
て
い

る
。
心
理
的
要
因
そ
れ
自
身
は
、
社
会

的
経
済
的
要
因
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る

も
ち
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
。

　
こ
の
よ
う
に
ド
イ
ツ
革
命
の
敗
北
と

フ
ァ
シ
ズ
ム
の
勝
利
と
い
う
蒙
史
的
事

実
&
&
p
4
y
't
し
て
「
マ
ル
キ
シ
ズ
ム

の
実
践
的
破
産
、
い
き
ず
ま
り
」
と
か

い
う
教
劃
は
出
て
こ
な
い
。

　
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
へ
の
ぷ
同
－
戦

術
上
の
誤
謬
・
指
導
部
の
裏
切
り
Ｉ
大

衆
の
不
但
・
離
反
１
ナ
チ
ズ
ム
ヘ
の
侵

透
。
こ
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
革
命
の
生
起

か
ら
破
産
ま
て
の
踊
程
で
導
ひ
出
さ
れ

る
教
訓
は
ス
タ
ー
リ
ン
・
コ
ミ
ン
テ
ル

ン
の
厩
史
的
犯
罪
性
と
内
乱
則
に
お
け

る
真
の
革
命
主
体
の
在
存
で
あ
り
、
そ

し
て
も
う
ひ
と
つ
、
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

革
命
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
は
麦
裏
の
関
係
」

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
会
告

4
8
年
度
新
人
事
が
決
定
し
ま
し
た

Ａ
主
幹
Ｖ
平
田
費
（
文
）

Ａ
編
集
婦
長
Ｖ
金
子
利
雄
（
社
）

Ａ
総
務
局
長
Ｖ
高
橋
寛
行
（
文
）

　
（
訂
正
と
お
わ
び
）

　
七
四
九
号
、
六
面
「
怠
学
新
聞
」
の

題
字
下
に
て
、
連
絡
先
５
２
５
を
５
２

６
と
訂
正
い
た
し
ま
す
。
５
り
Ｓ
Ｕ
一

Ｓ
体
育
会
の
内
線
番
号
で
す
。
又
、
三

行
記
事
申
、
社
会
学
Ａ
研
と
あ
り
ま
し

た
が
、
大
研
の
誤
り
で
す
。
こ
こ
に
、

実
征
す
る
l
i
S
i
r

S
n
Q
4

わ
ひ
と
訂
疋
を
い
た
し
ま
す
。
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こ
こ
で
注
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
は
、
革
命
勢
力
Ｉ
ド
イ
ツ

共
産
党
の
米
熱
性
と
欠
陥
性
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
第
一
次
世
界
大
戦
擾
の
内
＆

的
状
況
の
申
に
お
い
て
、
労
働
者
階
級

の
大
半
が
ま
さ
に
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革

命
へ
の
志
向
を
形
成
し
て
い
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
け
っ
し
て

見
落
し
て
は
な
ら
な
い
。
‐

　
と
こ
ろ
が
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
革
命
の
射
程
内
の
段
階
に
お
い
て
一

S
9
4
1

.
Q
ま
り
一
九
二
三
年
の
ス

タ
ー
リ
ン
闘
プ
ラ
ン
ド
ラ
ー
の
扁
脱
政

策
、
一
九
二
四
矩
一
一
九
二
五
の
フ
ィ

ク
シ
ャ
ー
リ
テ
ー
ル
マ
ン
の
極
左
的
ジ

グ
ザ
グ
行
動
、
一
九
二
大
年
一
一
九
二

八
の
社
会
民
主
党
に
対
す
る
日
和
‥
一
｀
主

義
的
へ
り
く
だ
り
、
一
九
二
八
年
一
一

九
三
〇
竿
の
「
第
三
明
」
の
冒
険
、
一

九
三
〇
年
一
一
九
三
二
年
０
社
会
フ
フ

シ
ズ
ム
の
理
論
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー

ト
、
そ
し
て
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
に
ま

っ
た
く
』
絶
望
的
な
心
理
的
要
囚
を
あ
た

え
た
の
で
あ
る
。

ぷ
ご
ド
ノ
ミ
・
く
て
ご
て
．
大
矢
岫
　
そ
れ
で
は
Ｕ
シ
ァ
沼
畠
り
吹
瞬
と
し

ハ
入
範
．
．
ご
・
’
ぺ
二
。
ｊ
・

・
．
．
｛
．
．
い
・
Ｊ
．
．

‐
１
Ｊ

て
い
・
ド
イ
ツ
吊
只
辿
之
し
、
フ
フ
シ

ご
ゾ
ａ
リ
ー
ド
フ
い
ご
に
る
・
．
ブ
几
一
　
ズ
ム
ご
回
心

‐
良
？
ご
冶
ぶ
ら
、

七
二
戸

１ １
言
・
ケ
レ
聡
八
’
乙
ベ
ト
ー
．
‘
｛
一
’
づ
そ
い
・
・
・
言
か
ら
ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
ヘ

に
ゴ
ー
・
‐
［
’
。
Ｊ
一
ｙ
「
一
‥
．
一

” 一
一
Ｕ
っ
．
’
ｆ
ぃ
Ｊ
一
一

‘
1
1
1

1
一
｛
．
一
．
川
・
、
．
．
べ

‘
－
の
ナ
チ
ズ
ム
り

Ｉ
大
一
肩
誤
透
と
い
う
こ

の
″
で
ト
ご
ノ
フ
こ
’
‘
－
、
フ
几
一
…
…
…
パ
と
ド
言
し
で
「
．
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
の
フ

い
・
ド
イ
ー
…
…

‘
し
て

・

言
ご

」
ｙ
１
．
一
‘
７
”
’
ぃ
・
’
｝
・
・
．
・
ヽ

１ １″
　
ァ
シ
ズ
ム
八
□

Ｉ
尹
に
μ
ソ
応
↑
疋
出

い
ク
し
．
て
マ
・
、
ヒ
ノ
八
丁
・
・
マ
チ
夕
．
八
日
４
リ
Ｌ
（
八
ゴ
昌
「
フ

ァ
シ
ズ
ム
ご
Ｊ
」
）
ブ
ソ
Ｊ
万
代
　
タ
ー
リ
ン
ｏ
「
疏
公
フ
ァ
シ
ズ
ム
ヽ
一
一

刀
ん
に
フ
フ
シ
ス
ト
兌
と
柏
心
．
・
回
と
　
は
聡
に
一
九
二
回
年
頃
か
ら
発
し
て
い
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晨

ツ
キ
ー
と

。
Ｉ
ル
レ
ア
リ

　
Ｐ
・
フ
づ
ベ
シ
ァ
≒
几
い
ヘ
ー
Ｊ
″
レ

ア
リ
ス
ム
ー
孚
、
雨
円
丿
刊
）
の
ぷ

ズ
ズ
≒
ペ
シ
ー
ぶ
レ
ア
リ
ス
ム
ｏ

已
）
、
穴
言
二
う
に
ァ
言
・
ト
ス
ン
　
尽
川
口
に
日
に
於
い
て
、
シ
ュ
ル
レ

○
煩
誹
を
・
、
言
ジ
ュ
心
レ
ア
リ
ス
ム
ア
リ
ス
ト
が
ア
ナ
キ
ス
ト
的
色
彩
を
渡

は
、
そ
ｏ
べ
昌
ヅ
ヅ
づ
ツ
≒
で
、
一
く
し
て
い
っ
た
こ
と
は
確
か
だ
が
、
そ

概
混
に
、
ブ
ル
ト
ン
ふ
ふ
駒
。
レ
だ
ド
二
円
図
の
り
肩
ゴ
ミ
ー
一
三
・
弦
ワ
９
リ
ワ
れ
は
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
転
向
を
示

四
つ
統
」
シ
ュ
ル
レ
ダ
リ
ス
ム
を
批
・
の
畷
路
を
残
す
の
で
あ
っ
た
が
、
シ
ご
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。

文
化
革
命
に
お
け
る
永
久
華
命
と
い
う

使
命
以
外
の
一
切
の
命
令
に
服
従
す
る

こ
と
は
な
か
っ
た
か
ら
だ
Ｊ

　
一
九
五
二
半
五
月
メ
キ
シ
コ
笑
術
展

に
、
シ
ケ
イ
ロ
ス
の
作
品
が
展
示
さ
れ

た
と
き
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
は
、
ア

ナ
キ
ス
ト
と
第
四
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ー
シ
と
罰
弓
、
・
「
ぺ
り
し
／
一
一
と
逗
し

も
の
だ
が
、
こ
の
テ
ー
ゼ
は
Ａ
独
立
革

命
芸
術
Ｖ
の
位
置
を
堅
持
し
て
い
る
こ

と
が
明
瞭
で
あ
る
。

　
「
独
立
革
命
芸
術
の
た
め
に
」
－

と
は
何
か
。

　
そ
れ
は
マ
ル
ク
ス
↓
エ
ン
グ
ル
ス
↓

レ
ー
ニ
ン
↓
ト
ロ
ッ
キ
土
石
蔵
す
る

革
惣
晟
屈
菌
へ
の
４
な
る
態
度
喪
利

た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
発
行
し
、
ト
ロ
ツ
｝
で
あ
っ
た
が
、
ま
た
そ
れ
は
潰
乱
の
窮

キ
ー
暗
殺
の
下
手
人
で
あ
り
、
ゲ
ー
・

ペ
ー
・
ウ
ー
の
手
先
き
で
あ
る
シ
ケ
イ

ロ
ス
を
弾
劾
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
ア
ラ
ゴ
ン
と
の
論
争
の
な
か
で
書
か
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1　円

蓋　　　　　　彊　に．，穀

Ｉ　　　　　　Ｉ　発Ａと

ｌ　　　　　　　ｌ　壹・し

　　　　世　　

さブて

　　　　　　　　　れルの

　　●●　〃=　　たト社

ぽ
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
を
め
る
人
々
か

ら
意
図
的
に
軽
ん
し
ら
れ
る
が
、
等
閑

肖
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
か
ら
だ
。

　
占
く
は
Ｐ
・
ナ
ビ
ィ
ル
が
提
起
し
た

革
飴
に
シ
。
一
ル
レ
ア
リ
ス
ト
は
阿
を
れ

し
う
る
か
、
と
い
う
問
題
か
ら
、
ブ
ル

ト
ン
が
自
ｄ
規
完
し
た
ｉ
－
「
ロ
ー
ト

レ
ア
モ
ン
と
フ
ロ
イ
ト
と
ト
ロ
ツ
キ
ー

の
時
代
」
と
さ
れ
る
、
Ｆ
・
Ｉ
・
Ａ
・

Ｒ
・
Ｉ
の
創
設
を
徴
表
と
す
る
大
戦
直

前
ま
で
０
ソ
こ
ｆ
レ
ア
リ
ス
ム
０
ト
ロ

ツ
キ
ス
ト
回
回
心
・
心
行
。
字
り
（
シ
ュ

　
プ
ル
ト
ン
ら
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
に
1
1
1
1
の
革
命
的
な
簾
淮
者
た
ち
を
糾
合
し
、

は
Ａ
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
的
、
フ
ー
リ
エ
主
一
連
術
の
緒
方
ほ
に
よ
。
て
革
命
に
仕
え

義
明
、
無
政
府
主
義
的
型
回
想
ｙ
が
こ
良
の
自
由
そ
の
も
の
を
革
命
の
侵
害

内
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
盾
・
況
に
賢
者
だ
ち
か
ら
守
る
た
め
の
場
を
腿
出
す

じ
て
一
花
叱
し
た
の
で
あ
る
。
　
　
一
こ
と
に
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
マ
ル
ク
ス

　
そ
れ
は
ア
ナ
キ
ス
ト
と
の
搦
馳
（
コ
主
義
者
が
無
政
府
主
義
者
と
手
を
と
り

一
九
四
六
一
一
九
回
桟
）
、
男
リ
ー
デ
イ

‐
‐
‐
ビ
ス
の
世
界
市
民
延
引
（
一
九
四
九

一
年
）
、
ア
ー
ル
ジ
ェ
リ
ア
價
争
に
際
し
て

‐
‐
‐
ド
ゴ
ー
ル
ど
こ
ｏ
雄
勁
、
・
ぷ
∵
－
寺

ル
レ
ア
リ
ス
ム
ｏ
俯
ツ
ド
に
の
時
・
に
、
円
ら
か
ブ
９
兄

　
こ
の
劈
内
を
観
蜀
苛
に
、
私
は

強
固
な
偏
Ｕ
一
を
抱
い
て
い
た
、
と
い

う
の
は
こ
の
叫
‥
品
が
、
″
文
部
省
特

選
″
な
る
御
墨
付
き
を
固
わ
っ
で
い

る
か
ら
で
あ
り
・
、
の
み
な
ら
ず
日
本

共
産
党
傘
下
の
諸
団
体
の
拠
一
張
で

あ
っ
た
か
ら
だ
。

　
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
ス
タ
ー
リ
』

ス
ト
り
屁
ハ
同
推
薦
作
″
で
あ
る

よ
う
な
八
に
戦
映
固
Ｖ
と
は
、
所
詮

底
の
ね
只
に
戦
ｏ
一
理
１
１
１
ブ
ル

ジ
ョ
ア
ジ
・
Ｉ
も
、
ス
・
タ
ー
リ
ニ
ス
ト

も
許
容
。
圃
慨
話
眉
］
で
回
碗
思
想

１
Ｉ
で
あ
り
、
名
ち
な
く
貧
し
く
で

も
。
元
・
し
め
快
足
ふ
呈
人
ａ
と
し
に

再
ｏ
ぺ
い
回
リ
で
あ
う
？
こ
た
か
を

く
く
っ
で
い
た
の
。
そ
れ
と
ト
ラ

ン
ボ
暇
行
り
経
歴
が
ら
ｏ
恟
目
に

作
用
し
で
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
恰

昂
は
ト
ラ
ン
ポ
昿
Ｈ
に
こ
っ
て
、
六

十
八
才
に
し
て
口
晏
ぐ
で
あ
り
、

以
印
・
脚
色
ぢ
自
ら
の
Ｄ
で
作
フ
ー
・

い
る
。
彼
は
よ
良
九
回
七
半
の
聡

名
高
き
″
ハ
リ
ウ
ヴ
ー
ド
の
赤
狩
り
″

に
よ
っ
て
、
映
内
界
を
放
屁
さ
れ
、

懲
役
回
・
の
・
刑
今
っ
け
て
か
、
非
１
１
に

向
を
頁
價
し
、
そ
の
回
晋
づ
数
・
々

の
活
一
心
一
〇
・
シ
ナ
リ
オ
を
執
蓼
し
で

き
た
、
反
フ
ァ
ッ
シ
ョ
の
不
屈
な
一

十
。
で
も
あ
る
か
・
Ｕ
≒

　
だ
ら
・
ト
ス
ノ
ス
ノ
ザ
で
言
。
づ
か

わ
ら
す
？

』ハ
ド
ド
回
づ
ス
ハ
ガ

ン
グ
映
則
之
は
、
ば
さ
辿
い
。

　
映
画
が
反
戦
映
跨
と
Ｕ
で
弓
…
…
…
Ｊ

る
に
は
、
通
４
な
ば
蓮
１

.
濯
・
観
・
各

を
し
で
轡
貨
・
に
や
・
・
ご
と
で
し
か

あ
っ
て
歩
く
こ
と
が
出
来
る
』
１
－
の

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
一
説
包
想
起
す
れ
ば

　
ソ
ビ
エ
ト
作
家
同
盟
の
第
一
回
大
会

　
（
一
九
三
四
年
議
長
ゴ
ー
リ
キ
ー
）
は

ス
タ
ー
リ
ン
の
指
示
に
よ
り
、
ソ
ヴ
ィ

エ
ト
文
学
、
美
術
↓
芸
術
の
創
ｍ
‥
、
批

評
の
Ｍ
本
方
広
と
し
て
、
社
公
主
義
レ

戦
没
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
吟
Ｍ
同
一
ア
リ
ス
ム
を
定
式
化
し
た
。
そ
れ
は
公

賜
度
を
、
浸
。
壁
子
心
こ
と
は
で
き
ま
一
画
は
勤
労
者
を
社
会
主
義
○
精
神
に
よ

一
い
、
同
流
な
ら
と
て
レ
ア
リ
ス
ム
は

あ
り
え
な
い
、
で
な
け
れ
ば
反
戦
の

プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
映
画
と
は
な
ら
な
い

と
す
れ
ば
、
こ
の
映
。
鴎
は
回
戦
賎
出

と
い
う
よ
り
、
青
春
煕
円
と
い
う
べ

き
で
あ
ろ
う
。
人
間
存
在
を
凝
視
す

る
破
か
さ
か
ら
、
ｙ
ｙ
バ
ベ
漂
ヅ
心

気
。
異
大
才
を
ど
ぅ
や
ら
ド
ー
ラ
ン
Ｊ
．
一
は

件
を
桐
以
と
す
・
る
こ
と
に
よ
っ
て
把

え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
映
画
の
時
代
は
、
第
一
次
大

伐
の
前
慢
で
あ
る
が
、
『
ベ
ト
ナ
ム

●・

の
道
々
が
血
の
ゴ
ボ
ゴ
ボ
流
れ
る
下

水
糾
に
な
っ
て
も
、
ア
メ
リ
カ
国
内

の
・
道
路
は
安
全
な
の
だ
』
（
「
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
よ
り
）
‐
と
い
う
ト
ラ
ン

ポ
監
督
の
言
葉
か
ら
も
明
白
な
よ
う

に
、
ペ
ト
ナ
ム
戦
争
に
対
す
る
八
反

暇
Ｖ
の
意
図
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は

疑
い
え
な
い
が
、
そ
れ
は
作
品
の
本

質
に
と
っ
て
は
副
政
昭
で
あ
ろ
う
。

　
試
勘
で
ー
、
。
足
、
目
、
μ
、
弊
、

目
を
失
な
い
、
ほ
と
ん
ど
肉
塊
と
な

り
は
で
た
ジ
ゴ
〒
に
と
っ
て
八
反

戦
Ｖ
の
旨
理
な
と
は
、
五
体
詞
尾
な

太
閤
弓
ゴ
ツ
芯
悔
▽
で
し
か
な
か

っ
た
ろ
う
。

　
ト
ラ
ン
ボ
は
、
士
人
谷
ン
ー
了

を
そ
う
し
た
極
限
状
沼
に
設
疋
し
た

そ
の
こ
と
で
、
院
は
辿
行
な
反
戦
の

論
理
を
、
斥
け
よ
う
と
し
た
と
思
わ

れ
Ｊ
兄

　
こ
の
吹
田
は
肉
詞
と
な
っ
て
も
意

識
と
恢
測
だ
け
は
只
存
し
、
医
学
の

実
験
材
料
と
し
て
、
（
ボ
医
長
は

　
「
実
れ
て
お
く
の
は
、
岐
か
ら
我

々
が
学
ぷ
た
め
だ
」
と
、
平
然
と
う

そ
ぶ
く
Ｉ
Ｉ
つ
い
で
に
述
べ
て
お
く

が
、
日
。
共
系
０
諸
君
は
、
自
ｄ
が
依

拠
す
る
兌
が
そ
の
軍
。
医
長
と
り
の

農
作
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し

て
い
る
○
だ
ろ
う
か
。
台
数
授
か
自

分
の
研
究
材
料
に
忠
酉
を
使
い
、
殺

害
し
た
こ
と
を
目
共
は
隠
蔽
し
て
い

た
の
で
。
や
Ｊ
／
）
手
術
台
の
ヒ
に
安

置
さ
れ
で
い
る
ジ
ゴ
〒
の
、
生
へ

の
作
字
ご
’
八
゛
’
沢
口
で
同
然
と
平
和
な

口
々
で
あ
っ
た
少
年
の
目
へ
の
追
憶

が
、
渾
然
と
緞
り
な
す
イ
メ
ー
ジ
む

隈
像
の
な
か
、
観
客
に
弛
緩
を
ゆ
る

さ
ぬ
計
算
さ
れ
つ
く
し
た
演
出
を
も

ぅ
て
り
か
れ
て
い
る
。

っ
て
、
思
想
的
に
改
造
し
教
育
す
る
目

的
と
直
結
し
た
も
の
で
な
け
れ
ぱ
な
ら

な
い
こ
と
俳
記
豪
○
・
任
務
と
し
た
も

Ｏ
だ
。
　
　
　
″

　
三
十
年
代
は
ス
タ
ー
ー
リ
ン
知
銭
体
制

が
岡
庭
し
、
作
￥
同
盟
、
美
術
同
盟
、

そ
い
心
一
〇
鴎
熊
幻
以
の
全
て
に
、
党

フ
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
設
日
さ
れ
、
す
べ
て

が
八
党
の
も
と
ぃ
ｖ
に
お
か
れ
た
。

　
ス
ク
ー
リ
ン
体
制
の
指
示
に
反
抗
す

一 ･ - - ９ ﾐ ●

み
に
あ
っ
た
芸
術
へ
の
、
唯
一
の
希
望

で
あ
っ
た
。

　
ロ
シ
ア
革
命
の
孤
立
と
浸
悲
性
に
寄

生
し
て
、
そ
の
触
手
を
全
世
界
に
拡
張

し
た
ス
タ
ー
リ
ニ
ズ
ム
の
酉
掬
に
よ
っ

て
、
政
治
の
供
物
に
堕
し
た
芸
術
が
、

い
ま
な
お
世
界
を
お
お
っ
て
い
る
。

代
以
上
に
民
族
性
の
顕
揚
が
な
さ
れ
た

の
だ
っ
た
。
ス
タ
ー
リ
ニ
ス
ト
述
は
、

『
文
学
は
党
の
も
の
と
な
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
’
マ
ー
の
レ
ー
ニ
ン
の
テ
ー

ゼ
を
最
大
限
に
歪
曲
し
た
り
ゐ
る
。

Ａ
社
会
主
義
レ
ア
リ
ス
ム
Ｖ
が
そ
れ
で

よ
ば
れ
る
も
の
ほ
型
を
な
し
た
Ｉ
Ｉ
を

ド
グ
マ
叱
し
、
ま
た
エ
ン
グ
ル
ス
が
リ

ア
リ
ズ
ム
に
下
し
た
定
乖
－
－
『
靭
目

１

メキシコで（左から）ブルト

ン、リヴェラ、トロツキー

　｜

--･

登
場
人
物
を
瀧
伝
学
、
環
境
、
体
質
な

と
に
規
定
さ
れ
る
型
で
造
型
化
さ
れ
て

決
定
論
的
色
彩
が
順
者
と
な
っ
て
い
っ

た
が
、
そ
こ
で
人
物
は
人
形
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。
美
術
に
お
い
て
は
遠
近
法

や
、
明
暗
の
変
化
に
よ
っ
て
、
対
象
の

量
感
を
実
現
す
る
明
暗
法
が
リ
ア
リ
ズ

ム
の
支
柱
で
あ
っ
た
。

　
一
九
世
紀
未
明
は
、
極
大
か
ら
極
微

の
相
と
し
で
の
現
実
を
、
把
握
し
よ
う

と
す
る
苔
術
家
・
り
意
志
が
、
肉
眼
的
現

実
を
志
実
に
再
現
す
る
技
術
と
、
分
解

し
た
の
で
あ
り
、
も
は
や
個
人
の
徴
表

一 一 - 一 一 -

肇
表
一
ｍ
を
こ
そ
使
命
と
し
な
け
れ
ぱ
な

ら
な
く
な
っ
た
、
ダ
タ
以
後
シ
ュ
ル
レ

ア
リ
ス
ム
運
動
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
芸

術
に
は
、
無
効
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い

の
だ
。
自
然
物
の
模
写
で
あ
る
こ
と
に

と
£
ま
る
リ
ア
リ
ズ
ム
概
念
は
、
生
活

F

‘t'の１

？

１

た
か
ら
に
は
、
芸
術
は
表
現
手
段
で
あ

る
こ
と
を
や
め
、
騎
神
活
動
の
総
体
と

な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
そ
う
し
た
意
味
で
、
マ
ル
ク
ス
・
工

ン
グ
ル
ス
・
レ
ー
ニ
ン
も
、
時
代
が
頭

出
の
欲
望
で
あ
る
か
ら
に
は
、
そ
の
作
こ
ぶ
、
同
値
ハ
ー
な
ら
な
か
っ
た
の
．
す
る
こ
と
で
自
足
し
て
い
た
リ
ア
リ
ズ

品
世
界
と
現
実
は
．
心
眼
し
て
い
る
の
で

こ

、
ヅ
ヅ
し
．
．
‥
、
人
問
の
内
部
の

白

ム
同
方
法
は
、
精
神
の
可
能
性
の
探
求

あ
り
、
・
精
神
の
無
限
の
跳
躍
と
い
う
誠

べ

に
≒
ド
・
ク
、
り
．
ｙ
!
２
’

Ｓ
神
の
欲
｝
二
と
し
て
の
芸
術
の
方
向
性
に
と
っ
て
、

輔
Ｓ
を
模
写
し
て
い
よ
う
と
も
、
創
造

行
為
の
紗
痢
が
鳶
色
的
現
実
か
ら
の
脱

出
の
欲
望
で
あ
る
か
ら
に
は
、
そ
の
作

品
世
界
と
現
実
は
．
心
眼
し
て
い
る
の
で

Ｍ
の
所
産
で
あ
る
だ
ろ
う
。
膨
張
し
、
兄

　
芸
術
は
暗
く
罰
い
内
部
の
一
仰
に
。

一
条
琲
し
込
む
光
線
で
あ
る
だ
ろ
う
。

紺
か
な
無
数
の
光
線
の
東
に
芸
術
は
、

プ
ラ
グ
チ
ッ
ク
な
一
笑
と
無
知
の
酸
笑

か
ら
離
れ
て
、
希
求
す
る
人
々
に
そ
の

悩
に
加
え
る
制
御
の
申
に
あ
っ
た
の
で
‐
‐
．
存
在
を
鯖
り
・
の
１
一
を
強
い
て
い
る
現

ｉ
ｓ
’

Ｍ
４
Ｓ
&
ｔ
!
そ
れ
を
一
腹
に
剔
実
を
凌
駕
す
る
こ
と
の
可
能
残
未
知

識
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
『
マ
ル
ク
ス

ー
の
世
界
の
豊
饒
な
光
を
、
教
等
の
内
陥

主
義
は
芸
術
の
方
法
で
は
な
い
。
」

　
（
『
文
学
と
革
命
―
』
）
と
、
断
・
召
し

え
た
マ
ル
ク
ス
主
義
者
ト
ロ
″
キ
ー
の

漣
０
に
は
、
そ
の
人
間
の
可
能
性
に
対

す
る
彼
等
の
謙
哩
さ
を
み
て
い
た
か
ら

謹

HEI

y

j§

II

H
j　

ノ

　

の
頁
実
の
ほ
か
に
、
典
型
的
戻
境
の
・
も

と
に
お
け
る
典
型
的
人
物
の
・
志
・
実
な
再

る
．
紹
四
・
￥
は
発
表
の
嚇
は
お
ろ
か
、
生
ご
ノ
タ
ナ
シ
ナ
ル
な
目
的
意
識
住
と
し
で
一
で
あ
る
．

ま
で
を
恥
．
一
石
官
僚
の
従
僕
と
な
註
μ
ず
け
ら
れ
て
酉
吉
れ
で
い
た
に
一
　
十
九
世
紀
前
半
の
フ
ラ
ン
ス
社
尚

レ
ー
ニ
ン
が
む
の
引
川
切
言
不
入
摂
生
氏
（
ヴ
戈
宍
匹
「
谷
器
」
一

燃
レ
・
・
‐
ニ
ン
文
学
峠
ハ
以
）
で
用
い
二
三
頁
）
Ｉ
を
妬
典
と
し
て
、
そ
の
批

だ
浅
見
Ｖ
と
は
、
全
世
以
Ｘ
短
の
９
訃
的
一
一
一
司
を
ハ
社
会
主
我
し
ア
リ
ズ

頁
的
条
件
か
ら
の
解
放
を
温
水
す
る
サ
ム
ー
Ｖ
の
方
法
と
し
て
打
ち
出
し
た
○

っ
た
芸
術
家
に
は
、
当
時
の
人
民
に
は
】
も
か
か
わ
ら
ず
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
狭
義

想
像
も
で
き
な
い
、
植
松
の
享
受
が
許
一
な
意
味
で
そ
れ
を
曲
解
し
、
レ
ー
ー
ニ
ン

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
つ
い
に
ス
タ
ー

リ
ン
体
制
に
は
、
ほ
と
ん
と
の
社
会
矛

岩
が
解
決
さ
れ
た
よ
う
に
描
く
『
無
葛

と
な
っ
て
い
た
生
活
や
入
洛
が
、
時
代

の
函
数
で
し
か
な
く
、
十
九
坦
］
｀
リ
ア

リ
ズ
ム
は
け
界
Ｏ
邸
目
の
叱
腸
り
ま
λ

に
し
、
崩
壊
せ
ざ
る
を
一
一
八
な
か
っ
た
の

だ
。
形
式
ｂ
レ
ア
リ
ズ
ム
の
・
］
。
晟
を
目

で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
‘

　
芸
術
作
品
が
そ
こ
に
大
槌
応
０
的

に
啓
家
乙
こ
と
は
あ
り
・
う
・
る
だ
ろ
・
リ

が
、
そ
れ
は
芸
術
が
表
現
出
没
と
し
で

と
と
汝
る
４
合
で
あ
り
、
芸
術
の
ぶ
賢

的
と
し
た
表
現
手
段
と
し
で
ｏ
公
術
は
一
で
あ
る
６
抑
旨
勁
に
と
ぞ
、
二
次
的

終
均
し
た
ツ
ム
る
。
　
　
　
　
　
で
あ
る
に
す
ざ
な
い
。

　
石
不
一
糾
ｖ
を
縁
介
と
し
た
、

一
　

人
我
へ
の
政
心
的
教
育
忿
渥
を
。
ふ

も
か
か
わ
ら
ず
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
抜
衿
壮
大
な
削
図
と
さ
れ
る
リ
ア
リ
ズ
ム
の
一
記
紀
し
た
現
火
の
な
ん
ら
か
の
反
賎
士
術
の
ぷ
。
以
と
す
る
、
社
会
主
我
リ
ア
リ

な
意
味
で
そ
れ
を
曲
解
し
、
レ
ー
ー
ニ
ン

ー目
峰
バ
ル
ザ
。
ク
の
文
学
は
、
時
代
に
Ｉ
す
る
、
リ
ア
リ
ズ
ム
昭
ぷ
は
、
顕
在
Ｅ

Ｋ
４
１
１
、
顕
在
的
現
実
へ
の
有
効
牡

０
権
以
を
鮭
川
し
た
の
で
あ
’
る
Ｑ
ま
た
拓
け
る
典
型
的
な
人
物
を
人
物
の
凛
三
災
し
惣
に
よ
ぞ
成
立
し
で
い
七
言
ぷ
と
し
た
文
叱
政
策
論
に
は
か
な

レ
ー
ニ
ン
が
述
べ
た
ト
ル
ス
ス
イ
ー
評
価

】吸
準
一
な
文
体
と
繊
絹
で
図
い
心
隻
十
九
世
紀
リ
ア
リ
ズ
ム
を
対
匁
と
し
と
ら
ぺ
そ
れ
は
吉
典
的
リ
ア
リ
ズ
ム
概
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藤
埋
一
一
が
憶
測
も
な
く
提
唱
さ
れ
一
一
会
の
矛
盾
を
汽
そ
こ
に
時
代
の
ひ
と

に
よ
っ
て
推
奨
さ
れ
て
、
ツ
ァ
リ
ー
時

一

つ
の
典
型
を
認
め
る
、
の
ち
反
映
論
と

　
反
戦
的
で
は
な
い
程
度
に
愛
国
哨

な
感
貨
に
、
つ
き
動
か
さ
れ
た
わ
け

て
も
な
く
、
ご
く
平
凡
な
気
持
て
出

征
す
る
ジ
ー
〒
と
、
そ
の
恋
人
カ

リ
ー
ン
と
の
初
夜
や
、
腸
光
に
詞
だ

さ
れ
て
広
が
る
コ
ロ
ラ
ド
の
自
然
に

包
ま
れ
て
、
貧
し
い
が
の
と
か
な
生

活
を
実
直
に
生
き
ぬ
い
た
父
と
の
ふ

れ
あ
い
べ
時
間
を
前
吸
し
た
形
で

超
現
一
犬
的
に
回
想
さ
れ
る
こ
と
で
、

の
方
法
で
あ
っ
た
、
作
品
に
作
家
と
社

　
ジ
ョ
ニ
ー
の
父
が
、
カ
リ
ー
ン
を

抱
い
て
、
蜂
密
を
砥
め
て
い
る
と
こ

ろ
へ
、
ジ
ー
〒
が
行
く
シ
ー
ン
が

で
で
く
る
が
、
そ
れ
は
父
の
一
揖
大

切
な
も
の
を
な
く
し
た
と
い
う
、

Ａ
負
哨
の
観
念
Ｖ
が
自
分
の
最
愛
の

恋
人
を
父
に
与
え
た
い
と
い
う
願
望
一

と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
美
し

い
肩
曝
の
吐
鼠
と
し
か
い
い
よ
う
の

な
い
、
自
然
な
こ
と
と
し
て
映
肖
に

か
、
準
一
な
文
体
と
繊
絹
で
図
い
心
唇
十
九
世
紀
リ
ア
リ
ズ
ム
を
対
匁
と
し
で

描
写
に
よ
ぞ
描
か
れ
て
た
○
で
あ

回

形
成
さ
れ
た
の
．
で
あ
る
か
ら
に
は
、
神

だ
、
そ
の
漫
に
純
く
ソ
ラ
は
医
学
、
生

一
秘
と
不
司
思
ぶ
の
一
に
っ
つ
ま
れ
た
内

物
学
、
物
理
学
な
ど
の
学
説
を
用
い
て

め
カ
リ
ー
ン
に
寝
室
へ
行
く
よ
う
指

示
し
た
あ
と
、
わ
し
は
た
い
し
た
男

で
は
な
い
蚊
遣
保
安
官
で
し
か
な
い

の
だ
か
ら
と
つ
ぶ
や
き
、
『
カ
リ
ー

ン
を
抱
い
て
や
っ
て
く
れ
』
と
云
う

の
だ
が
、
も
の
わ
か
り
の
良
い
オ
ヤ

ジ
と
い
う
よ
う
な
を
も
の
と
し
て

み
る
こ
と
は
皮
相
だ
。
貧
し
く
学

問
も
な
く
た
だ
た
だ
働
く
こ
と
し
か

な
か
っ
た
父
の
、
娘
と
の
別
離
を
、

生
存
者
達
の
後
悔
に
す
ぎ
ぬ

　
　
　
反
戦
の
論
理
へ
の
異
差

ジ
ョ
ニ
ー
の
内
面
が
帰
か
れ
て
い
る

の
だ
が
、
外
界
と
の
交
信
を
必
死
で

鰐
布
ず
る
Ｕ
程
で
、
私
迂
に
1
4
せ
・
・
り

れ
る
シ
ョ
ー
〒
の
内
面
は
、
ほ
と
ん

ど
社
公
批
判
を
意
識
し
て
い
な
い
か

の
よ
う
だ
。
そ
の
回
想
の
ほ
と
ん
ど

が
恋
人
の
こ
と
、
と
り
わ
け
父
と
○

ｎ
別
の
鴎
れ
ん
ば
か
り
・
の
情
感
な
の

で
あ
る
。

　
ジ
ｊ
Ｔ
の
父
は
、
今
を
蝸
す
こ

と
の
他
は
す
べ
て
を
自
前
で
な
し
、

生
き
で
き
た
開
拓
者
で
あ
り
、
釣
だ

け
を
た
だ
ひ
と
り
０
楽
し
み
と
し
て

い
な
。

　
少
年
ジ
ー
〒
に
、
わ
し
は
何
も

な
い
が
こ
の
釣
竿
は
立
派
な
ん
だ
ぞ

と
自
慢
す
る
、
あ
る
目
ジ
コ
〒
は

そ
の
釣
竿
を
貸
り
た
の
に
、
な
く
し

て
し
ま
う
、
そ
れ
を
父
に
い
う
と
、

た
か
が
釣
竿
く
ら
い
で
と
と
Ｉ
Ｍ
を
た

た
い
て
、
悲
し
そ
う
な
顔
を
し
た
ジ

ョ
ニ
ー
を
慰
め
る
。
ま
も
な
く
父
は

死
ん
だ
１
－
１
．

挿
入
さ
れ
て
い
る
。
ト
ラ
ン
ボ
に
と

？
て
Å
父
Ｖ
は
大
き
な
テ
ー
マ
な
の

だ
。

　
出
征
前
夜
ジ
コ
Ｔ
と
カ
リ
ー
ン

が
、
抱
擁
し
て
い
る
と
、
カ
リ
ー
ン

の
父
が
入
っ
て
き
て
、
こ
こ
は
映
－
画

館
で
は
な
い
ぞ
と
、
二
人
を
た
し
な

他
人
で
あ
る
八
者
に
託
す
る
″
願
い

″
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
に
ジ
ゴ
丁

と
カ
リ
ー
ン
の
ニ
人
の
父
を
描
く
ト

ラ
ン
ボ
自
得
の
、
父
を
み
る
視
線
で

あ
る
だ
ろ
う
。
父
は
刑
戮
で
あ
る
が

子
た
る
少
年
に
は
そ
こ
に
含
ま
れ
る

青
春
の
残
照
を
し
る
こ
と
は
で
き
な

部
の
現
実
で
西
・
河
｀
感
と
想
像
力
の
・
鍋

い
。
少
年
が
父
と
死
別
す
る
と
き
大

人
と
な
る
と
き
に
し
か
…
…
。

　
少
年
の
只
父
か
ら
習
い
覚
え
た

モ
ー
ル
ス
０
号
を
思
い
出
し
、
頭
部

を
べ
″
ド
に
打
ら
す
え
て
、
外
界
と

の
交
信
を
回
心
し
て
も
、
結
局
ｊ

『
私
－
を
！
ロ
ー
せ
物
に
１
し
で
く
れ

ー
‐
』
と
い
い
、
『
キ
ル
・
ミ
ー
／

キ
ル
・
ミ
ー
／
』
と
叫
ば
ざ
る
を
え

な
か
っ
。
だ
ジ
ョ
ニ
ー
・
の
言
葉
は
、
と

も
す
れ
ば
九
厭
戦
Ｖ
で
あ
る
以
上
を

で
な
い
、
私
達
の
Ｑ
戦
の
論
理
を
峻

拒
し
て
い
る
の
だ
。
生
甕
？
だ
人

閤
追
の
浸
悔
で
し
か
な
い
区
「
の
一

理
な
ど
、
ひ
と
た
ぴ
国
・
ぶ
が
武
装
し

賢
君
に
突
入
す
る
と
４
」
、
破
砕
さ
れ

て
し
べ
・
ぅ
Ｙ
烈
九
？
し
か
べ
い
か

ら
だ
。

　
ジ
ー
〒
に
芋
虫
の
よ
う
に
な
Ｊ

だ
そ
の
全
回
忌
一
わ
せ
て
、
Ａ
蕭
大

の
不
章
が
最
高
の
反
戦
プ
ロ
パ
ガ
ン

ダ
的
価
値
Ｖ
と
し
で
、
マ
ス
コ
ミ
に

よ
っ
て
放
出
さ
れ
る
情
報
に
よ
り
換

起
さ
れ
る
も
の
で
し
か
な
い
反
戦
の

念
へ
の
退
行
で
あ
っ
た
。
多
か
れ
少
な

か
れ
出
家
の
想
像
力
に
よ
っ
て
産
出
さ

れ
る
出
‥
四
世
界
は
、
と
こ
ま
で
・
現
実
の

論
理
Ｉ
に
｀
戦
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
呼
応

す
る
程
度
で
し
か
な
い
Ｉ
平
和
主
義

と
対
立
し
て
い
る
の
だ
。

　
不
治
の
偏
哨
兵
に
と
っ
て
、
Ｍ
戦

の
一
理
な
ど
何
ほ
ど
の
意
味
を
も
つ

か
、
と
い
う
問
を
閑
却
し
た
と
こ
ろ

で
成
立
し
て
い
る
平
和
主
義
の
偽
一

を
Ｑ
す
え
、
ト
ラ
ン
ボ
は
ジ
ョ
ニ
ー

に
『
私
を
Ｑ
せ
物
に
し
て
く
れ
乙

と
叫
ば
せ
る
こ
と
で
、
痢
い
同
を
私

恣
に
提
出
し
た
の
だ
。

　
ト
ラ
ン
ボ
は
ジ
ご
〒
を
救
俘
Ｑ

ち
の
が
、
反
戦
（
政
治
）
の
一
理
な

ど
で
は
な
く
、
セ
″
ク
ス
を
回
路
と

し
た
存
在
を
岡
り
刻
む
行
為
で
一
り
Ｑ

こ
と
宍
目
覚
し
で
い
た
こ
と
は
確

か
ご
。

　
ジ
ゴ
〒
に
一
に
い
目
駒
を
覚
え
た

９
に
回
、
に
ｏ
叫
べ
印
宍
ぷ

？
ｙ
・
リ
ー
い
ペ
ニ
ス
を
、
百
神
を
釦
し

て
七
、
セ
こ
ズ
リ
を
し
で
や
る
シ

ー
ご
Ｏ
に
、
。
φ
し
ｏ
口
入
口
い
ド
で

回
九
に
白
…
…
い
・
つ
ヽ
一
ｊ
ヽ
ノ
づ
‥
ぃ
匹

守
山
昿
ぃ
昌
ｏ
幻
に
比
し
た
こ
ど

り
に
ｍ
ふ
さ
打
．
ｙ
ご
う
侃
ご
ぞ
が

ジ
ご
Ｔ
に
俘
八
り
Ｉ
匹
し
を
与
几
た

の
で
あ
ご
恍

　
そ
い
邑
、
石
心
Ｕ
は
ジ
ご
〒
り

口
い
通
り
Ｑ
し
で
や
ろ
う
と
・
ぶ
で
す

る
り
で
ツ
た
が
、
宍
‥
に
発
目
ぶ

れ
部
屋
を
沿
い
出
さ
れ
る
。
映
画
は

「
Ｓ
・
０
・
Ｓ
、
Ｓ
・
０
・
Ｓ
」
を

発
Ｕ
す
る
ジ
ご
Ｔ
と
い
う
ひ
と
り

の
肉
塊
を
放
は
し
た
濠
ま
終
わ
る
。

　
ジ
ゴ
〒
を
隔
賦
し
た
ま
ま
で
り

映
画
の
結
末
は
、
そ
の
ま
ま
ジ
ご
Ｉ

Ｉ
に
対
す
る
外
界
の
有
り
縁
で
必
Ｊ

だ
ろ
う
。

　
そ
の
ト
ラ
ン
ポ
の
ペ
シ
ミ
ズ
ム
に

含
ま
れ
て
い
る
、
反
戦
の
薦
埋
へ
の

に
放
耐
す
る
で
あ
ろ
う
。
、

　
政
治
の
よ
う
に
芸
術
は
ぃ
1
1
1
弑
に
Ｍ
力

グ
マ
チ
ス
ト
に
剛
笑
の
・
余
地
を
与
凡
で

い
る
の
だ
が
、
ブ
ラ
ダ
マ
チ
″
ク
な
革

命
家
は
自
ら
罵
‐
い
‘
し
て
い
る
よ
う
に
、

Ａ
現
実
Ｖ
に
対
し
て
・
Λ
実
用
Ｖ
し
で
い

る
わ
け
で
は
な
い
の
だ
。

　
岐
の
そ
う
し
た
錯
誤
は
、
Λ
現
実
▽

を
ａ
寒
に
し
か
杷
凡
り
ぬ
政
・
バ
ず
か
ら

の
、
衰
弱
し
た
八
該
ｏ
怯
以
に
あ
る
。

ｎ
‥
帛
旧
現
実
ツ
。
り
ぶ
況
し
て
い
る

吸
引
に
も
折
り
巾
。
な
っ
て
巡
な
る
想
咄

　
　
　
　
≒
白
河
と
な
っ
た
二
十
世
紀

ぶ
一
い
バ
づ

Ｌ
昧
け
紀
リ
”
’
リ
ズ
ム
概

一
へ
。
心
が
、
同
バ
？
ね
ａ
な
ら
な
か
っ
た
の

’
は
、
ヅ
刀
‥
九
‥
、
人
問
の
内
部
の
宇

こ

に
』
‥
、
・
・
、
・
、
り
Ｉ
ハ
ー
‥
心
、
物
神
の
欲
望

一
に
吋
レ
¨
ノ
ニ
ー
¨
｀
’
¨
“
か
｀
り
“
ル
゜

レ
ア
日
的
位

　
　
そ
こ
で
、
人
庸
の
意
凛
な
と
と
云
う

一
表
相
に
よ
っ
て
、
顕
在
的
現
実
を
模
写

紅
員
回
り
詣
釧

ラ
」
‥
―
部
へ
発
問
し
た
、
「
飼
か
ら
Ｉ
　
政
一
？
１
べ
こ
ル
レ
ア
リ
ス

は
じ
め
る
べ
き
か
だ
け
で
は
な
く
、
い

か
に
生
き
そ
し
て
死
ぬ
べ
き
か
を
も
わ

し
え
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
」
１
″

と
い
う
。
ぶ
染
で
あ
る
。
だ
か
ら
ニ
ザ
ン

は
コ
卵
の
政
策
だ
が
同
時
に
ひ
と
つ

の
生
き
方
で
あ
る
共
産
宝
蔵
」
と
Ｊ
‥
い

た
の
で
あ
る
。

　
現
代
に
致
っ
て
ハ
政
一
Ｖ
は
あ
λ
り

に
も
Ｍ
弱
し
た
姿
を
旧
。
’
ふ
し
て
い
る
の

性
を
内
包
な
い
か
ら
、
倣
Ｍ
な
プ
ク
だ
が
、
Ａ
悠
｀
Ｖ
も
本
末
人
間
の
想
像

ｔ
Ｋ
_
ｌ

ａ
／

ｚ

ａ

ｓ
ｆ
Ｓ
‐
１
６
ｊ
Ｚ
９
９
．
ｓ
．
ｓ
ｓ
４
．
．
Ｊ

ｓ

ｌ

“
"
ｉ
．
５
Ｚ
￥
'
Ｓ
５
ｎ
３
９
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
：
／
／
ｗ
ｗ
ｗ
.
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力
の
、
世
界
へ
の
適
川
に
ば
か
な
ら
な

い
と
す
れ
ば
、
民
心
↓
革
命
は
ブ
ル
ト

ン
の
．
乙
う
よ
う
に
、
「
世
界
を
根
底
か

ら
ｙ
ｍ
さ
せ
よ
・
う
と
す
る
欲
求
と
、
世

界
を
田
恥
る
だ
け
兄
全
に
解
釈
し
よ
う

と
す
る
防
水
と
を
、
そ
こ
に
引
恥
さ
せ

ム
は
県
界
と
存
配
の
極
光
と
な
る
、

ｘ
‥
融
点
Ｖ
を
結
べ
る
で
あ
ろ
う
。

　
そ
し
て
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
が
企
図

し
た
こ
と
は
、
二
十
附
ぃ
紀
の
芸
術
の
回

避
で
き
ぬ
課
題
な
の
だ
。
　
　
　
　
’

　
ブ
ル
ト
ン
と
ト
ロ
ツ
キ
ー
が
宣
．
ａ
し

た
ご
と
く
、
革
命
家
に
も
芸
術
・
ｙ
に
も

共
通
な
浦
辺
』
と
し
て
、
－
Ｉ
人
間
の
令

而
的
解
放
１
Ｉ
は
あ
る
の
だ
か
ら
。

　
ま
し
て
公
術
↓
人
間
の
恥
部
の
表
出

を
、
唯
一
の
・
形
べ
○
内
に
と
ど
め
る
こ

Ｊ
ｇ
Ｊ
’

ｇ
ｉ
Ｕ
Ｒ
Ｑ
¥
Ｑ
せ
ま
る

に
等
し
い
の
ｙ
Ｓ
。
　
　
　
　
　
一

　
吐
へ
芯
義
レ
ア
リ
ズ
ム
論
り
桐
啄
り

誤
謬
は
、
マ
ル
ク
ス
お
？
一
肌
界
同
と

口
常
旧
現
実
ツ
．
測
ぶ
況
し
て
い
悦
だ
シ
．
一
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
、
明
晰
○
・
方
．
１
１
、
烋
刀
胴
々
肖
ぃ
り
に
削
り
九
こ

幾
屯
に
ち
折
り
巾
．
な
コ
ど
陛
る
想
｛
乃
同
．
で
お
仔
≒
で
あ
る
は
ず
だ
．
　
｝
り
、
解
印
、
ヅ
．
、
に
を
こ
で
い
ろ
り
で
バ
’

カ
の
山
脈
と
、
壮
齢
吸
い
汚
‥
ｏ
烈
　
口
㈲
ふ
泊
の
回
伺
焉
泌
に
し
ド
白
兄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム

商
い
宇
山
た
る
無
見
識
と
、
そ
こ
か
一
流

れ
る
感
性
の
冴
い
水
脈
ヅ
、
し
い
可
能

牡
を
、
認
め
る
こ
と
い
・
で
き
な
い
硬
。
・
吋

し
た
感
性
に
よ
る
の
で
あ
る
。
・
ハ
同
俘

と
す
る
防
水
と
を
、
そ
こ
に
引
解
さ
せ
ご
。
’
隔
い
Ｎ
回
小
」
、
Ｈ
一
で
ぺ
け
れ
げ
べ
　
こ

る
こ
と
べ
八
乙
よ
う
残
『
ハ
Ｕ

Ｔ

り
心
と
し
ぺ
汐
心
性
を
ド
ツ
岫

忙

こ

‘
竹
回
ぽ
』
（
「
汐
Ｍ
」
）
で
。
ツ
ニ
Ｍ
溺
ど
し
に
こ
九
字
ャ
リ
、
ぞ
れ
ゆ
十

二
Ｉ

″
一
／
・
’
／
／
″
―
Ｐ
Ｘ
Ｘ
’
－
ｓ
″
Ｊ
．
Ｋ
．
ｌ
．
！
‐

‐

¶
こ
Ｉ
ｊ
ヽ
ヽ
一
ｊ
１
１
‐
ａ
．
＆
Ｊ
～

～
。
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’
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ｉ
　
ｌ
ｒ
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Ｓ
Ｉ
ｌ
　
ｉ
一
‘
ｊ
ｌ
’
‘
ｊ
％
‐
ｇ
￥
‐
’
‘
　
７
･
ｌ
ｓ
‐
‘

ｊ

Ｊ

び
の
或
域
を
ぼ
朗
す
る
こ
と
を
せ
ず
、

一

引
窓
ぶ
」
）
と
述
べ
文
吃
単
式
泌
　
述
べ
た
口
Ｉ
ぜ
は
、
む
ぞ
・
ら
ぐ
に
旧

人
囚
の
解
放
と
い
う
県
界
g
i
l
E
･
E

l
l
!
2
r
.
2
9
い
た
ト
口
ッ
キ
ー
ば
、
レ
、
げ
ｗ
ふ
駈
ド
’
ム
マ
ル
こ
才
人

る
Ｌ
拍
Ｍ
し
、
「
曜
カ
S
i
!
2
:
I
J
:
･4
i
a
'

s
7
.
j
j
｡
9
.
'
j
t
&
7
｡
;
j
l
'
:
y

と
ち
り
回
。
ｊ
．
ｕ
ｙ
で
た
ご
「
月
白
沢
（
μ
周
回
ぷ
伺
ｊ
と
、

鐙
か
で
き
一
Ｊ
は
ず
び
な
い
の
だ
。
　
一
八
政
沿
Ｖ
’
を
栓
カ
リ
ゼ
乙
戸
接
結
ぴ
リ

趾
‰
ヤ
則
帽
几
則
ヘ
ム
√
帽
①
帽
ケ
レ
柏
仏
足
Ｊ

致
す
る
と
き
‘
－
そ
り
と
、
ゴ
ぶ
は
自

ｃ
を
印
９
ｙ
子
石
こ
と
。
ｙ
で
き
る
の

だ
。

い
�
昧
に
わ
け
た
。

　
そ
う
．
ｙ
ぶ
な
ら
、
政
・
い
は
自
ｄ
の

ボ
ー
ル
・
ニ
ザ
ン
は
レ
ー
ニ
ン
の
次
心
界
を
奎
直
に
認
め
つ
つ
、
シ
ュ
ル
レ

の
敗
北
の
エ
ス
カ
レ
ー
ト
と
に
七
も

な
ご
Ｉ
、
史
ト
吊
。
前
の
、
ｙ
磯
回
痢
を

ぶ
起
せ
し
め
た
ア
メ
リ
カ
目
に
戦
辿

ｇ
２
Ｅ
７
に
、
政
治
的
に
も
ト
ラ
ン

ボ
は
り
バ
こ
ん
で
い
る
と
に
い
え
な

い
四
回
ツ
痢
ご
回
づ
。
ぷ
り
Ｍ
膳
・
七

固
た
る
口
に
勺
ぶ
蜃
混
邨
レ
ハ
と

こ
ら
か
ら
、
円
汗
こ
い
Ｉ
。
心
�
土

恰
ぶ
‥
い
ド
ド
霜
ヅ
に
、
ご
ゝ
い
］
Ｊ
」
引
、
ら

Ｍ
Ｍ
に
、
ト
ゾ
ｙ
・
宍
目
口
昂
ヅ
心

な
い
日
に

　
］
‥
回
収
１
‐
、
り
河
引
。
ヅ
、
ツ
ズ

襟
リ
ヅ
支
る
ベ
ベ
ト
ナ
ム
孵
豺

は
ぞ
れ
を
紀
刻
に
『
貼

』
ご
た
い
四
大

ベ
ト
ナ
ム
絨
ｙ
は
し
腸
・
Ｉ
り
国
卜
Å

本
国
の
人
民
の
回
唄
馳
想
ｏ
り
拠
か

と
り
も
な
お
鳶
九
≒
い
持
陸
で
ゐ

芯
こ
と
を
突
き
り
い
た
こ
と
に
、
ト

ラ
ン
ポ
が
自
覚
的
ダ
ヤ
バ
な
ら
ば

ジ
ご
了
の
行
宮
沁
局
は
ハ
ベ
ト

ナ
ム
Ｖ
で
な
け
れ
ば
べ
ら
な
か
っ
た

は
ず
だ
。
そ
れ
ゆ
え
ト
う
ン
ボ
は
、

ア
メ
リ
カ
の
回
戦
運
動
の
空
前
の
突

起
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
マ
ク
ガ
バ
ン

の
敗
北
に
象
徴
さ
れ
る
眼
を
打
破
で

みゆき座に

　　　ロ　ー

９
マ
ツ
、
≒
ゾ
に
一
へ
ね
に
限
局

四 ■ ㎜

ろ
リ

Ｉ

Ｉ

―

Ｌ

‐

- -

　
だ
ご
一
に
で
柏
…
べ
剖
・
ｊ
い
４
０
．
ハ

’
こ
に
副
へ
○
ド
．
口
、
中
言
ぷ
萌
．
に
ぺ

-

民
い
㈹
ご
ギ
Ｊ
∴
回
万
万
い

車
・
汚
詣
べ
」
か
現
わ
わ
、
に
恚
ｏ
、
菓
汐
崇
ｙ
ら
一
一
言
に
吋
才
ふ
胤

石
竹
≒
白
川
几
ド
ド
☆

ト
ｕ
″
キ
ー
は
九
日
前
に
次
ぐ
’
戦
　
門
口
以
』
竹
・
Ｔ
已
に
Λ
Ｖ
宮
田

町
愧
・
爾
今
几
出
し
で
い
く
。
4
'
:
:
し
で
い
る
の
で
・
や
Ｊ
、

ぶ
兄
恥
芯
昌
則
哨
」
の
。
‘
ツ
ー
ヽ
は
　
２
、
「
兎
１
い
か
に
匹
λ
さ
れ

ト
ｒ
４
‐
&
ｙ
Ｒ
ｉ
ｔ
２
Ｍ
Ｉ

;
ｊ
ｊ
‐
入
京
に
設
い
配
転
莉
」
は
、
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軍
服
ボ
よ
癩
ぐ
回
詣
リ
ャ
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八
配
貼
ｏ
ド
ー
い
こ
ノ
い
。
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旧
い
［
　
ヤ
ツ
ベ
Ｊ
し
・
］
八
八
八
手

勺
八
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ
尚
々
斜
ハ
」
汁
ヅ
て
て
・
ｙ
則
し
Ｉ
に
い
ノ
ブ
ダ
犬
け
ゲ
打
こ

　
こ
い
ト
ロ
ノ
ｙ
ド
軍
、
一
ｊ
‘
、
｛
一
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　　　‘　午後１時－４時

(二ヽ場　所ご大講堂

o入場料　百　円
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田中吉六講演会

映　画ﾆ｢五月｣(フランス)

講　演ﾆ｢マルクス疎外論の基本

　　　　　構造一労働の二重性-｣

- 一 一

主催東洋大学新聞学会
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